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力学及び熟カ学の方法によ石長し、賠轄の予報(ll)

岸楳勘三蹄

このよみものは長期予報の方誌在進ぺょうヒしてい-Gものをなやことをあ

らかじめ断っておきEます.相対的に長v期l簡ーーー人によってい・くら民主るか

は遣うであるラーーの予報ヒ嘉実に FAx巧流している極構予翠 ~G商.童を電

能な限リ薄えてみたいヒひラ主旨マ著くつもりです.

免E気象府買ffl"の荒川先生11¥'r統菅直な方誌による長期予玄J目 ι いうl~量~;雪量

睦昔霊でぢ話しをされた.ーヶJa)三ヶ克予報による台風の発生数J 語らに

皆主に上醒する個数， つ づ け て 各 地 時 前れ奮しがあった.か仰の穣

主方fあるのに戚1¥3-Ðし，電手昔草棋の達っ 1三刷用法のひヒつでも、あ占5~ 属、事

長.宥国を君主なけれlま F モ札でよいの~あろう.

3. 渦による運動華の南北輸送

<A)霊動奮の南北輪瑳

格!之官Fのμ“の問題です.前田の (D)墳で書い立よラ 1.::".u.}. U'"まを

れ宅、北京荷主ぴ申地方向の恵音量で「バー J 1ま

緯1l簡にヨまって平均したものちす.南兆のト

ラブ}jt'北から南iてのびているヒを甫ほど面i之

噴いていれぽ ïiïi>o~ 南北!こまっすぐのと

きは l.Ll}-= 0 .現婁の大主主(たとえば、500地)

で Je:tの南側ではいつも南lまピトラフがいつ

f も簡に傾いており w>oすなわち草動量!ま

噛哲包有詮になっています. すなわち中緯主よ P

荷てきは南から北へ巳向って一方的低輸主主1$'行

なわ才しているわけをす.(梼8函)

ここで前回に寄りた溝輸送のない「嘗舵な大橋壊」と上述のよラ陸 γ酒に

よる葦勤置の職差J を薄えた嬉金ヒの主を意元てみます.今月き喋のない場合

を れてみると 2 東冊昔前のま農互について は 勢 十 弘 法 刊 号 ー か =0
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<b) 満による運動基の輪迭を薄えた帯住

会号十寺([[i})= f~ 

前砦 (α)については前回の報告 ((/.13)式〉のよラに

予"-1 c叫.r.A.eC.

また l才 f~ /0-'1-Aecづとして

fv-，:....;:; 10・{， -m./地c'"""'0.，1 'In/.M!C 自伝

ところが山)の場令には p 与平均の Ultの植(第?図)主用いるど (1'1宇?

年~の倒)

(3.2.) 
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こ九に鈎 I}金ラ ;tま克)ま

正F 重E茸えると (Q.)の場4き

にくらべて「ー柑」櫨JJfJc.

き〈なります，すなわち，

〈幻のよラな僅事緒議~l主

数十Eぐ、らいの単位で邑ず，

る締罰嵐l土I (b)のような

了満による輸送」を港える

と数日の単位マ生成されま

す.このように意見るピ，

γ濁による輸送」武本領歯

なものとなってくるわけを

す，
J 

第ヲ凶 u.，-iJ (19 fI. '1 ~干冬)の lJì"布 苦手1Jt1rl弘ι色 ー

(8) U lJ'" の時間~Å包

与簡単のためにパロトロピ、γグ大気者意えて存ます v-= 0 なので

3i=ー弓ァ(官lJ") (3.3) 
"dt 場

従って ム立込 o ま UV-1$筒兆方向に攻鉄あるいは等監散するかによっ

てをまります.たと元1;1:"務10留のようにゴ磁在中，ti'に1ITFの輸主主If衛官正賓

-マある場舎を芳えてみます.普通トヲフの傾きに対して uv-の正義はさまる

(2) 



t 

也 のを，第10租の AUに対する擾乱 (Zの分布)の型1持 11函のよラになりま

す，

Ail.>Oのと詮 lまJetの南側ゼトヲブ lまi!!i¥之傾いています.4覚って，もし

J色t1fi、パロト也ピッグ大原tヤマ時前1:::肉して間期甜な栓貨をもつもの?さピ芳

元れはやJ 援乱の暢!ま搭71図の1i:，好の型を女互にくりかえすべきです.この

ような門ば.e1.R.e必ωAは最初旬2取今(19!:i'l)州によって行なわれ 2 玖

犠日以n..*党 (/96/) ，/ 相与吉労苦汁 (J962)等によって行なわれて主主主し托.

以ょのことをエ7/'.‘}レギー識で培えると J 択のようになリます. (3.3)に

立をかけると

[菩 d~=-S u会(u.v-j cLy = S U1iき743三 1k'， K J米 (3.4) 

{出し k=すごJ ?J方向d)}~!lf '"E U. 1.7-= 0 とします.

すなわち UlJの移流が庇苦手から金〈ないものヒしで南L;'た哀を若えてみま

いす 一方 μ=瓦十は v-=]/' ヒして擾乱の運動方程式をれるヒ p

ざす刊さを+1.) (3. 5) 

す琵号十百三苦安十 μ = 0 ( 3. 6 ) 

• (3 -5) X u.'十 (3.6)Xl〆より

jtE'匂=-JEF3?勾=ー tK'， K} ( 3.マ)

決 {ピ，K } 1;1:前田Z同じ、ょう!こ日:k.CJeO..向況の龍号に袋 ~')k'から官への衷根置を示しています.

味持 両方きともゲ、ロースぺッター第1'巷事1普に紹介がのっています.

吠対米 軍忍fJート (1'I62tJf-) 

( 3 ) 



たJざし ピ=壬(11.'2.+ぴ12) 

すなわら

j会~s ( 天トれ寸川酌

工ネ 1ルレギ一の、やPリとリ iは土

j夜匂ご JK13

( 3. ~ ) 

( 3.9 ) 

すなわちシo-r/..CLR.方向のま芝動工午 1レザーと擾乱の運動エネ lレギーは交互の平

りとリを行なっています.これiJi'上述のひとつの周期的な運輸に対路します.

穫齢三島0.;.ムコζ(3.9 )の周期 i;t釘ふ三E二♂立は二日jEAb」
担1~Jf.弘ム立YJは~-~-~ユエ」〉5立与♀εるZS忠重Eミ--t. -.I， 

場事12図lま桔環の計草し t:::i 1<'， K }の;時間接名前示してあ 1)aこす. この倒

ではパロトロピッゲ大長の来線ヰrtして

jこrしr

また

す -A ïJF 十益弘、l'~

1+) B は挙戦下手 lま~なもの，すなわち

ψ= -J.l仇 J-tt

(ZZ) 

札九rv"ctn 2.R.百 (ZZ)

CiY.ll苦W， ， 1fr2. ，...，. 

1九， iJr" ~ (江区)

£ーに一一
D 地詰??3 7>=6000k抗 F L = f/.OOOKm 

ト 1K ') k} 

k 4 

協12図

-AU 
t K'， K}の時向蓑イむ

(4) 

時 -.-f乙-t 
.----.../10 EI 

d 



この問題の大絡の求め方r::要味のある方 l之常錬(むを埼易黒して下主主¥.¥. k 

ころ tXこのよラ広謹想的な運動は実擦のk慌ではあまりよく極東l注丸ません.

R倒ヒしてこの様務を普いている墳の手元の事料 (J?b2 ~手 11 引を榛13 函に

示しておきます.特13函!ま北半球の領域における UlJ'廷が互の時商産施在緯

援に対して示し1三ものです.

」

包制

/ B 2 B 3 Ef 46 5" Ef 6E ワE

71ijJ /76之年

嬉 13図作) u(mムι)の樟./i:分帯(/ '162与f!'fI ) 

211 -'8 4Ef b"Er 6'8' ']ff 

1/ H， /'162年

務13図 (b) U1}" ( 悦ゲ~~)の緯B足分布 ( 1'162等 nij) 

守問:‘~\~.・域 LLV-く0 

官官の分布は 1;;00tI.を塘にして北側では UV-くo) 南側~はいつも正予>O，r 

すとEわぢ Je;t在中 l也にして UV-()牧欽がかなり裏い期向みら椛ます. J二道之の

ような教Eの周期はみられません.このことは，寝際の太i婦はバロトロぜvク

( 5) 

句記



大気 ιいった簡単なものでな.()もっヒ複躍な帯をしているこどを赤しています.

J 

/9g 2DB 2!a nEf 236 

9月I 1<(61ヰ

第 14図 (a.) • u (ヲ71.メ品c)の4目予報

(C) u.の時間設兆

、次に主場をかえて E の時間 ~h~ を連事元てみます.江の E号崎長-itlまパロトロ

ピvグ子報では王手の枚数 p 発散によってきまりますがJ 噂昔撃の北半球パ

ロトロ日 γ グ予約 l主立はどのよラになっているでレょラか・時 14-図には~~

の樹を示レであります . ;961辱?耳 1'1a 12 zを初期植として 4・B予報を

行なった倒ポ第14-図(a)~す? 梼 14聞くb)~ Tf;してあるように競測では50・
M付近の Je-tIま3百以後!ま 4()ON 以南lこなリます.そして T=Oで E逗 14-

悦ム民ヒいっ t::.J<dも 11::::=: /0 帆/品乙ぐらいの Jd1こなっています.しかし

バロトロぜザグ予報では，たえずJetは 50"/'/付近iてヒまり I Uの強主主 l主丁

=0 にくらべあまリ ~A包していません‘すなわち予報では第 11 函!こ示したい

つもu.V"')0の型，すなわら華初i之トラブの輸がゴ誌の甫側官面に傾いでい

長・ 国!之iま48'予報しかの辻てありません減、JιBぐらい地になると同じ韓民!之強いJet刻、

生じています.~の図示 l本事j産してあります.

( 6 ) 
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熔14函(b) 観測纏瓦〈例ム此)

23a 

石とくをv->o九時間ヒともにトラフの軸は基J:(置に傾いていくわけ1'-9-.

そのためにおiI: は益.1:(強~~主主札てい< r績向」一一いつもではありませんが

fk教倒の予報倒守!まそうた主タていますーーになリます. FAXで寵しているJ'¥'tr

---トロぜック予載の zの川ーバ μdになリすぎる-~弓μ ま

たiまド芯の強祐一ーといラ批判をよくさきま守.前に述べ?ミエネ 1レギー檎Iざ

と1<'宮田今夜とひった市です.この向題 lま現行のバロトロぽvグ予報の計管

芳式のためにモ庁ポたいものか，あるいは前に珪ぺ?三 K ご K'の義換ポ苛

算方式老改良すれ 1<1:'"期待さ札るものか，モれヒも J守口トロピック大捷の.fi;定

からをけがたL、ものかJ 筆先生官費ま?芝、!まっ昆りした結論をもっていません.

米国提事長滞(JNWP)マも商じような結論〈μば になりすぎるこど〉を

得ていますポ f T~咋地.on. 1まちポった僻釈をしています.嬉 15国 i主 J r\W-Pの

ー統動相|守す.予報の立は強めにs すなわち，了d を措く予報しています.こ

札に対して}~均均的抑乙!古戒めよろに廉圏在渇えています，

4ワ〉
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4 8 之 16 ;喝包

装15函 4-3崎両予報(JNWP)のuc実線)

L摂縛:観測値)

χ方1歯の運動方程式てt7区平方向

だけでな<.，上下方向の運動.:D芳

元J 量動量の金直輸送も芳えると

は一
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-f!l" = 0 ( 3.10) 

これに下バー J' (緯良圏平増J

の提作を lまピ・こすヒ

イ器十 jt(EF)十三ヤ〈お)..;

=f1) (3.11) 

こごで (3.11)をけ街!こ積分しJ 怖をハ=tC〈)¢p(九:;;1000 

情 b)で表ねすと

ー
すす十台(げ)十〈 ω立与。 =0 ( 3.12) 

凝って定常状態では瓦v'の南北咳教は

海面または地上ltくでの東1討を運動量

がと管に霊lずれる鷲に対施、することに

なります.第lb函にせれ&貫性歯に示

してあります.事字国の五!l"からもオっ

か.9ように UV"の仇似.1ま 300N 付近

にあわ従って地面近くの u..w の~脊へ

は点線の矢印のよラに芳元られます.ー

こ札i立たレかに観測に近い華襲(8叫ん)

ですが J このうきえに 1;1:(3.1 ¥ )につ庁

加える暦擦のA私的A でのこヒ郎、1まい

っていません.その岸本下向題f1(、あります.ヒもかくこのよラ1'.1:u;むのことを

君えると J (3.11)より芳元て一一右足の fiJ-を無視すると一一一

第1G図 wu. (蕉繰)'e.江lt

者十今(め =0

ヒいラ予報宣 (Jごロトロピック大気)刊金(日)の献ないためにム互

のを犯を 30 0N 付近より北.~J立遁大に見積 1)) そ札よリ痛では遍ふに見積る

( 8 ) 



こヒになる主いラわけ~す.地半球バロトロぜ v グ芋報ë'守緯Eえのド足;~強

〈予揮しすぎるこピく嬉1雪国参照)球上誕の物理歯背景があるヒ薄えます，

これに対し嘩着 l主権期的な予報で1ま (3，.11)での釣合いは択のように芳元

dU ， d 
3す十 a;(u.li) =子v-

ます.

( 3.13) 

Aωbの掻誌すなわちスケールの大いさの主壌から脅えて日々のbn.~

を対象にす-9と詮には

(ι:代表樹な波長ち /06視〉

( U :代表偉な遺産t~ 10叫品皿〉

，......1乏
L 

一一 ILV 可 {W〉~Z了

( fP :代表歯な上下の寵長~/O弘b)

(宵 2代表的なω1"1伺 b庇1[)

~d，_ (日)"-' W:E-____ y1 u 
J? /p 

よりここで Wの犬やさは長波苔ぽ 3史=- dMT V '" /0-6，A.ιc-t 
a". 

'3.6仙/.仇

といラ商様式から求めら札たものです.

従って

W'"'-10-1. .MC--1 X 1P ".... 

~事んι=抗I ;r (日)1/1尋問|

のjえい注を畏まについてモ九ぞ札 10・4剥 £442ここで酒蔵ちおよゲ必V"'V

/0 -6 .J1.e.C-'ど芳えれば、

10イル4C't7L九必I''V 〆、回

U 

ι 

」
/OEA4c-I 5 

より f-椅Jト2=¥" J 主砦えら札ます.金2EiJi 会(日)すなわち，

よりとれに対して fV:の3えをきは乏生十主主 =0
~y. ap 

rJ..W.'V 
一ジ一

L

rJ.iN 'V . f L ，.... 10-1{. A.ι-1 

〈ヲ〉

f手~

従って

K¥ 



こ粍!こ討し

今{EFj~3t-uz~frAdf

となり，仔と今(u.V)は周 U大はのものどなります，

経って予報式(3.13 )を考元てみます~.. ulfの令帯ヒ予の令布"i務庁国

のよラに奪えるど J AUの避大な亮積りはさ rtられるヒ思います.嬉!マ図ち

'700机 b町一一一一_... .，.. a 

Z ち

務庁留 wヒ1J:(炉卸3

$()O 

450 

3~。

300 

1?f12D  fI 21 g ..228 

?耳，一 Ilf~ I '等

嬉18函官〈仇μ.ec)の48'予報

(/0) ， 

ダ M与

~の勿~.より北~lま 500弛可き

は v-は翼〈甫陶きわ並1亡瀬ち

は予は!E(北向をき)の戒身者嬉

定札ぽ、よいヒ恵L、ます.(1)はす:0:-.

の也藍左京します，しかしこれ~
犠件国およ (1'第}ぎ閣の問題歳を説

唱すQための γがとつの芳元」を

示したものもこれが、会樟の説鴫

貯と世恵いま辻ん.蹟.1ζ翼;ぺ1乏雄

一一…「 寺怠による苛尊醸造

! の向趨もあヨEこιを

23B 

っ.It知弘ておきます‘

ζ の誰誰の捌として2・

GamtAo-& ~必札

の立守報式〈寵)1¥: 

寺研 Jート.最主の

大借議論〉の7.t貰し

たもの t末繕表)rj 

同いて捧I今回の樹を

予報したら嬉¥8'図。

よラになります j務

14箇 (4)めよヨに!!ill

M付近のJezift.~ーとの

まま按つてはいませ

ん.この昔箪1:'は.

之止+之・(lLV) = 0 
3t入;'lJ

ピしてあります.苛

1 

司有•. 
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車方式〈魂行 1¥..-今シめよラな格刊によるきi号号を草める方法創出

前って直持江，立l! ~V互の予鞍式を M I.:、る芳式) 1こよ。て嬉!今苗(4.)のよ

ラな結果の代リ lC棒tB岡のよラな金くちポった‘捧果をえることは，管差色君き

ま官よく原菌がわかっていません.

請をもとにかえして，事lワ函の倒sるいは子被式(3./3)を慣やるこ主主E

P奪えてみます.これは具体的な予報では，ペログ砂=~グ大誌を君主るこ芝

になります.事実ルーチンの FAX"f流される S-OOmbのzをみても J ノ何タ

リ=・ッゲ予報〈回唐乏ヂ}レ〕にくらべJ バロトロピvタ予報の z-)ぞターン

iま}般商!こ μa;tl之予報モれてひる事要 t経韓)があります.このように E

時前後兆をうき克ても J 短期予報モオL曾砕の中iこもいくつかの声高1ft'未解求

協のまま繋っています，これが長期由の予報となるとけ.悶〉に詩~して

きそ+今(訪)=f手十戸 (三時》

すなわち摩擦カ宥を設える必望書iJtあります.しかレ戸めこ ιについては、'J/[

聞にコ 3シトを加えたいと思います.

4.滑による豪熱の南北輸送

fA) 産審構議ビ腐帯循環

今ま"'cfは1マE トロぜvグ大気中マの

K .~こる K' (数百の商期)

どいったこ ιを命的に謡をのぺて詮ました前，大売中にはちっ tなか、L、時掲

(/0古~ユ013ぐらい)耐あリます.このよラな周期を翠博するためにはJ

ピラしても三友克鈎立大泉を芳える必要ポあリます.三*兎大援すなわちパ

'dクリュック大矢マ大切なことは頭蕪(~以1.tt~ω:é) の脅兆輸送-e-t.

~ ニ辱モヂ1レ(宮I (訪O姉〉あ、よぴ 'L2 (750惜 b) のニ噂 J 中前{与00喝b-)の上

専詩Eω.前国の骨'2闘争照〉を薄えて早ます.ニ層闘の平喝提選Tr::比鳴す

るえを衣のように覚装います.

え=~ (Z， -Z2 ) CX:: T < T: 560例，1;，の港島長〉

そうする ι{し3)または(f・ 18)ぢ誌の予報式が与えられます.す屯

わち

長十寺(流)=SAPPJb穿 (4・t)

前笛1ま 1711.宮 O すな、わぢ請による車禁輸送のない F直接構壕J の首長老淀

ぺましたb"t'J ジ支のことを薄誕するこ z により，積載の帯も~.4革乙-c主主主λ
Cl! ) 



(L]..i) のを主主の第二項iま外部から 之主O例 bヒ7!JO冊bとの向1こ加えら札る熱

源なぶしたものちす. (4.1)の定桂樹性質を芳えてみるために見帯状態、を

れとみますいま第1'1函 (Q.)lT)のよ刊若手以ぴ流怖を芳七件・ 1) 

cJ:-リ期特さ，札る Eを芳えてみます.函マ N)Sば北極b、よぴ清三蓮のことを意味

しJ 第li国 (s.)は本主主地方が熱帯震J 兆極地芳お?冷凍{f-あるこビ主主表わし，そ

れに対応、す ii5wは、矢印マ末しであります .2LL十e}(;J事 O より掬特される予
o'!J ' .~i" 

号主点線でffi:しであります.す‘なわち前回の帯斗図マ日そしたような渥持積載で

す.これに対して第19国(t) には中¥鵠農に v-fr..くすTI二地倒したもの)の11/.(VI.. 

J 

N S 

第1'1函<.b-} iiヲEピ芯

があります.前匝の (6)項にも著いたように，子夜 11"トラフの「上下の輔の

傾き」売によって詮まリ J 下層のト τラフがよニ麿トラフより簡面 L流れに討し〉

にあれぽ子支>0 ./"生阜であれば子ヲL=O.要際の丈保守 i左中樟差で一番

トラフ による況の輸送時く(撃の純分例示した第川村の倒参

照.)ぞれをモデ}レ簡にええしたのが務l'i'函 (b)です wtまく 4，けより定性的

に与えられます.すなわち~の岐敏 ìJ!;' あれば一一北の方~碩棋のたまり粉ヘ

色、~ 1) ) そこで貫主常技態を襟つために一一上昇運動(石く o)一一上昇に占留

る冷却勘--fjfおこリます.南町式子互の謡歌による下降決I訳、矢印のよラに求

められJ それに付随しておこる予 lま帯19団体}ヒ l主主在方向|乙なります.事1<1

閣はjの童華僑讃 (CJ..i.n..U;t μμ仏ム石間))二対 G) 第f守図 (b)を肉持椅撞

くみ以必μtι日~九)ヒよんでいます.人によっては荷主主を Ha.~

型楢壊)~愛着を R的~型槍覆乙もよぴます.梼 19 園 r...a.) の循環は普墨の

うを lトヲブの水平衝での楠警は江予の正賞lミ対応.

者決視桂強請撃でi立北半球の AD?が執、験樹1之行なわれています.1:の費料を雄野さんが

濫要されたものを転載.

( 12) 



書害対硫で，ちくから

議読さがたものです.

犠砦lさま代気象E手

か、産主L注れた以犠

ポおec
600 

4-00 

b .'O~...メ〈。へ.\\'.ノ./へ〈ぐ寸初陶ω
oωo 悦叫

乙1'14-0 主平次緯)向

揮にセE九はじめたも

ので，大循環のこ t

を考える上方串裳鈎

}之太切な概念になっ

てひます.

斗。/プジ./ ~伝L イ♂汁門川仰仇叫0旬棉幼b ¥¥、!トト、×¥I¥¥x穴六〈て矢;よ;

私
(8) 子互の大い~

ト------¥¥‘¥.0....司日.一……….一…一一.一一山.一.....日..'ρ..0" ¥ 

8o do --20M 夜明 J0. 3bey 

嬉川手けれげ6仰 gloa 12Z) 

( 4. I )式を考えてみると p 子五〈または計)ヒ若手 1主張存の慨に

あります.ここでを手の太い社両の大い日時間スケー)1--についてれ

てみたいヒ Rまいます.

(必) 与平増的な櫨

手完了の与ヰ均鈎なもの

として Sエ'aJVt&. Wえ-u:eの

求めた要視lより求めた

すすの緯皇室分布を嬉21図

にのせておきます.実測

からの砂でな〈地積風110-

より市を求めたω吟

ザ(長崎〉もありま

ず大体問 Uものなので

前着をのせておきます.

また材との求めた百平均

/似M

第21AI v干(1'150年平均) 単位。C叫ゐ.r;r..

植もありますポ，大体同じ碩向!これいます.これど J p以子のスケールマ

求められた第 20国を比較して1-)..1三いと恵います.事之0図は /961与12JJ10 II 

12 Z のもの~~その耳の前犠歌E の髄潤櫨(紙面の都モきちとこには掲載して

ありません)主地べてみると y 知.cv;..の緯度志、よぴその強皇室はかなリ装化し

ています.レかし克V:j暑のm.O/X.)ま緯庄はEによって違いますjJf，その j交じさi士

大体タ00へ 600mユ必c-I ぐらいです.これと塙ぇl図を比較するために単柱

の喰震を荷なって砂ます.

( 13) 



C.~町、~-

‘、

務20囲め制l主 Ap官 3001冗b くたとえ It'ケ00例 bの元詰 'j('Z，-Z2)1之島 kし

て !J!:JO明 .1) Z2!こして ss-o例 b を市いています.ー〉特 なので二

一一世一えーし ぼ-=2. í!'T x が 11I}'~i d勾〉
キ<1戸一下(え=ca (丸一 Z.2)) 

・ て明 =(J子j子TV-キ(キ)x28.71-計

t:: i:，"レ，許の草川匂乱ム.ac" 考乙の単位は'7n'i 4.e.C • 

すなわち嬉2.11買の吉守!之 '70011thで久体/0倍 /J.oo明 b可?20侍すれl<f梼20-

閣の撃に刷、レます路川ち仰O叫の汗の ~.I* 'tb.守 ""1Mεω
いなので字に締すると 80?II.弘c の大いさ同ります第20図 の 似 今 ぺ

~ほ}こ比ぺ「一樹，J、注く J なって L、ます.宵じよラにケ00明b ~.も数府の -.1

の犬いきです.

(b) 矩期間の子廷の変動

と+の己ヒから主主lてタ与えると) ~þ 帯 lご長 L、謝肉ヒ-H ('らいの草柱で‘!ま百五

の校輪対ちがってきます.波間""0-Eヒひった輔i旬の草柱Tの予瓦の役割を

もう少しくわしくのぺ石予定マすポJ での零歳のみを述べますと i矩い期肉

のスケー jレ~lま手菟の存在 1主俗にいラバロワリニック大味の不害更肱/j\'←審

き乙な属国になっています.パロケリェ、γ ク犬抵の不智史I住ヒいラのは，毒~.tt一巳

k?処の星波マlま上下の一高賛否見のシマー(三豆ム)-Ij{、ある壷をごす巳E寺南ヒヒも・
~p 

にモの張鴨をましてきます.現象的にlま今、かりにふさい報暢をもづ?三按ちし検

ぢこると J モの振幅!ま馨し y 上下のト号フ!まはじめに霊童ちあっても次第に

下溝のトヲブ和、上菅のトラすより誌に進みます.すなわち v-it> 0 . 

予鞍上の言葉可~¥.，'、九lず臆気対谷の犠芳にはいってくる之とに対応します

その敵陣1:'は下菅のトラブ}孟安全量しつプけます方¥J ある時期く-数旨とらい )Fj

マi主今度J立並に上菅トヲプ前下管トラフ!こ追いついてきます.上下のトヲフ一

世まっすぐになっ1でときが手克=.0..， " で.骨 b ラフ i主~ら!之上層トヲフより

おくれ 5瓦く o. こんな運動のくリか元じがバロクリニック犬提の'大尉な

柱績になっています.特之2国 i之1まユ管モデJレL第包関象眼〉可:，]::下ニ替のー

寄託慌の風速差を /0伽メ'1.e.c.ヒし J そこに上下に同じ波長 (6000K仇〉をもっ

?と掻乱(jと記、し s宮 Oで、.l:::脅のトラフは下暦トヴブまリタ"0K悦おくれてやー

発 機野さんは，北半球のADP1::ょっ 7亡£められた約O押'o..7co"..b;， 5"00明 t，ぢょが

300同 bの乞から針。姉b，ワ'00叫 b.55"0叫 b"J仰 O楓 b1 -.2&'0冊むの zへと接専を行

なって韓々の奮を求められた.

( 14) 
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V 制

可、一一蒋22函.若手の時商事E輸

三手+会(流)-S at可制 O (4.2) 

こ才Lに対して非常に長い期尚の鋳金いは

(4.3) 、 会くす完)-SApW~ 号袋

といった関根れなり付札って熱源・袋ポ S(苦手)r~"t制するど，
(4.3) がらもわかるように J それは o(V-A.)およr;;'o w の微11、{l:換を主?

とします.すなわち蕪禄のある鵠分 lま亨克の変化に，他のものは w の変動

になリます. ジ完 bよぴ7日の 農場1掲げ図(p)からもわかるように j 南嘩

i守護の袈勤ヒなってきます.

ヤ (C) 熱源ヒ両棲積載〈衰 L、期両のスケ}ル)

前にも述ぺたように p 長期商のスケー Jレ~の p の盤、勤 iま達、鏡の 3誌で1)'の変

動すなわち権壊に!結保します.すなわぢ

主乙十 i坐 =0 (4_4) ，HI . "dp 

，このようにしておこるすの長輸の鈎令い時，量.動量の「満iごよる南北輪王室J

lご変動をおよ lずしてきます，すなわち(3.14)で定常走大、愈を岩えるど

今〈ぴ)ー fll'十芦

こごで戸ば摩擦カ e 今この奪掠ガ1fに遍普な仮定たとえiず

(15). .' 
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( 4.6 ) 

町
村
吋

または育=走u

二d
て43告

を用いてあります.

第23 国の縦軸としては横綱1之従い，ある縛農園わ輩~t:聾を這して脅から北・

へ液札る襲撃畳の鷲，すなわち

j…bゆ

の略 1::してありまーす.

27ea. ω~IJ 

き

ーは赤道にえらんであり J a.lま地球のキ

径. こ刊の図肘の昔#亭には

部から如克ら札る蕪ヒ ν
ラ-ヰ梧香し1た三習暢多で示し亡あ

Iり]ます.国を rp= qODJJ、

結並!こ大体 6X. /0'9ωR./eu.マ
の"/'I1AI弘前あリますが;， f z 
前面の悔4函快主同じ柱、ψ

貨のものです.このくら

いわ襲董 F..lu.必ず大借壊

の7J'1Tf1..eP. nue.aJtck 

櫨之 F闘いられているの泣

(前回の相場排照)J あくまでも(3. 14 ) .. (4 ，4) I (4 . S-)といった「滞

輸2去の智令い.J~背景になっているわけです.ここで放射の方から期待きれ

る無筆 F.lwxの机aA， Iま4.00/'1柑孟にあり，上述の普賢マは 71/..fVJ(.の仕蜜'/ft.'

Ap = ItJo7l'llb. s=ユ></0-1m:~' 桃b-2 .A.ec了ZJヒし F
-て一

P
B

由

『

oaq 
一一

一
存
'

ここで

μ1. = 200 'P'1cm1.)を用い τあります.

;智謀 d7J

ここで ~=o 

(危 Z路側脚)
て t 又トレス}

( 3.(lf.) ， (tt.lt)， はめの三式よれ各は 'fli}-1 lJ"菟，1Iの曲

数ヒなります.並!日、え)a:'観測債江子，手克，玄を用川lぎ黍枯れ
きるわけです.モこで帯?国の 1.LlJ'，さらに棒20函に対応する Ittlf.r拝集の

河川，さらにモのとき c1)11 (糊載〉を用門芽を糊した櫨を嬉B

留にかかげてあリます・普の穆!ま

13芽=今〈祝)十平;み(Uli}cLp一川F35dp

、

s ♂/0 

6ト

4ト

ユト

一一・....

5d." 5，袋匂xEF主 の務23図

事4園球音支のみから求めら札てかU，ZEの補正幹lまいっていません.

(1') 

争十



~レ北に叡ているといラことをつ lナ加Z て1)- ~きます.モの Jトさな護専の暦思

lごついて，現在華巷曾.その霊歯をよ乙壇解レていません.

国審精華ヒエネ}レキ-~投

ここて:~ ，本上迭の子支のことを前厨の童等循環の工ネ 1レザー袈喰論 (fi寝

今藤〉ど帯行して述ぺて科?といと思います.

東荷主?よぴ南北首耐の il竃tl.， trを それぞ札 lLEE.+u'P

て輩動方程式をつくるヒ立は (3.1与〉で与えら才します.すなわち

ヒしv=V' 

(C) 

2比ー -2-〈EV)+チ5十Fot "d習
( 4.7) 

v-'について球

au' _ .. au.' ，，.1 ai1 /"__1 aφ' 一一=-u一一-vーす - fvlー ..!!..J:....-at -ax ... d ~ J V a:.t: 

u"'.， これ応対して，¥... 
( 4.8 ) 

( 4. 9 ) 

といった擾乱ぴ'ます

(4.10 ) 

Ti':' J Fi; 1ま摩擦カの χ)"lJ成十ここち ば皆p

のご演の項 iま省略してあリます.執 ( 4.マ))( elよリ

た1ざし

十向'-33:十百ぴ
一
%

aスd
一弘V

一芯
2
z
q
e
 

吾 ={K'，K}+同一戸，A}コ

( 4.11 ) 

レ ss子d}fcLp 

~ K' ~夜}--5J a合(lLli) d.y.咋

f fS 11" U d.lJ cLp {p，夜}=

ごこで輸しく白てをR甑号 iK'， K f 1ま lぐ→R
す.~らにく4.8) X Ul 十 (4.'f )メ /jJ

への設鴇華在来していま

{夜，万}-=一 rf 江戸 d.~ dp 

よリ

ぎを:= - ~ K' ， K} + {-p' J K1 J -f K') A J (4.12) 

ヱネ，\，ザーのヨせをつ <5 k:.~， (4.8)， (4.9) 1之主Eらには" ~'をかけるごヒ lこ .\::1) J三波の靖之なります.

2手次の帯広小さいヒして省略するので，徐式、から翁略してかくねけです.

( ¥ワ)

情



ム

f: rざし

/<'=壬S5cμ12.+ぴ'.z)勾 ci/"

{ k' ， R I = H U1/ ;~ rLlJ dt =一fSu会(LLV)dy命

f f'，叫=-.ff (u'%t十 F3子)d" dp 

=JJCT'(禁 +35L)今 cLfO ( 4. 13) 

=-JJF3F4内 J 
=ss反事 d'Jdt 

世

{K') A} = -H (百五i+ 1)"'可)d~ clp 

ここマ tP'， K~} 1士有効ポテンシマ 1レ・エネ)I"ギ - p'φピへの表按拳を

涼します.直接箱詰!こ比べち前ってい石蘇Iま) (4. ID )で {K'，友}1$'知ね

リ J 斯しく (4./2) ヒいった Wの時向襲~~ J 注らにモの中に {p戸Jらιν，ト，-，K'

つ1托三 P'ー~K'の長 •• ~t~、おこ 1) ます.

とし、

次1こ熱カ芋の方程式!こっνて>!JZのよラな「 Jfー」

婚えてみますふ I r)ぞ-.J については(4.1 ) より

三 互-斗(珂)十Sムp♂卜 JLd g古 8lj¥ v '''' I ，.，...1' UJI  ~. d古

のものと援誌とに約けて

( 4./4) 

ここで簡単のために換の諒敢による消滅時克ていません 犠乱1:::-") ~， T:..J 
肱擾乱のニ択の噴を無視して柑

"* 

"，"-t.， ーコヲ~， 字、7:
すす=一円安-V'訪十(tAI")ω' ( 4.15 ) 

[喜亡f?)p/}-fP， K} 十 fQJ~ (4.1& ) 

こ の 械 像lt(-3F)~え(またはT)なので，献は専(ω.(D)州知ず{p'，K'} > 0 I すなわち

p'→K'. l在住験の上幕下あれlず ¥P'，K'} く O すなわち f~←K' . 

骨持 4警合Lの熱源も今方えないこピにする.

(18 ) 

" 
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ただ、し

FzdFjj壬I.lcty命保

[y;pJ f ==命JfA会〈潟}榊=一昨SI五五号54仲

( 4.1守〉

{p，同=SJ7iJ ~ d1Jdp = -JSw葬削p=SJ事fpdBdp

=一fS手芳rLyclp = s.作芽d戸P

=~f Jτi-u. rl}/今

i石川=詩ãSf~ 主張勾命
らぽ

与. 
(4.1マ}去二=~ f， 1'/} -l p' J K' ~ . .1 

~ら i二 (4.15) メ?をJ よリ

?と1ざし

{ p')作 JfZc;宰匂clp=-SJ;菩 d~キ

これら回つの商模実すなわち (4.10)，-・ (4.t2 ) J (斗‘ "))(4.17)よ

リヱネ 1レザー装容のことを君叉てみます.せれには覧常状憶を芳えるι震却

です.まず (4.16)よリ

~ Q，予}.:..f p，京}十{'P;r}
ょ 童巷積載ヒ向荘槍環との大きな差は?→1"ヒVラζ ヒです.従って外脅か

唱も与えら札た蕪 ~Iま苧 k なって

(4.18) 

〈削 A)**否T京事???早R
ぺ勺『当1"

さらにこっの並Iこエネ}レマーの瓶れ均でかわリます'P=争K~'車事精.襲.1

字詰今 p'が向持楢壊に対応します .V~ のスケールマ It'.前にも述べ?とよラ

削 除Fの賊として p;a~ sr壬克d件相川います.

宿命は時lJ.，守、ーの謙札を示レ，ぞの下の t}ltエネ1レザーの長根キ4を末しています.

(1守〉

う骨

曽根



lこ陶持槍壌か、草越レていますので J 否→干7ヒ浦tれ否工不!レザーは太平 p'の略

1~ なってい~ます.

喫に(4.17)より主体状態マ!ま

i f } p'} = { p'， K'} 

すなわちエネ jレギーの来れは

F=田 吟 p'=今 K'

~P， p' } ~ r'，I<'} 〈菰オtB ) 

予から P'へ張耕したものはをのまま K' に変換レます.これを Z の/~グーン

マみると J 下層トヲブ前主屠トヲフよリ流れに対し前方にあるご乙に狩路v
ます.さらに (4.12) の定惨状態から

t 7'， fく， } = {-K'，夜 }+fK'，A}
すなわち P'→ k'にいった工不 1レザー障さらに二つにわか札ます.

P'二信宮司K' {¥('， A}~ þ.似ゐ司泌qn
・ r~ K'} 青ト珂 ( (滑Eれ C)

ここでは K'→夜ヒいった工ネ 1レギーの請Etしが、あリます.これを zのバタ

ーンでみるヒ，南北に免るトラフの軸~'隔 iまピ面 }ζ横いているこピに対郎、レ

ます.'JJ!..にKにいったエネ lレザーは(4.10)で定常求権とす札ぽ

t IくJス}= I K1 A } -t p，頁}
すな幻ち

K/~坊に i九 AY 二防似品n J 
H<'，i<} 可決'--

町巧司、勢宇
(流れ D)

粛にも述べたように{丸子}はふれ、霊なので 3 犬半はRのぷ叫'1d仇

すなわち一般慌の摩操によるゆ勾品切に佐われることになります.上述

の夜れ A}I3J C} Dをひとつにまとめてみる ι，工ネ Iレギーの犬半1ま

| 否吟p=命 p'=吟 K'埼京司抑制cm I (寵れE)

といっ k形をとっています.γ-今K'=今夜のJ'VU"伐M>ttr向帯積載の物愛橡を

与え否ものです.上援の流れを物事前lごいえばJ 定常唱と態"flま外部から耐え

(2D) 

， 
l 



られた熱球一難満江jj..<-摩犠によって鴻減しないようにエネ iレギーの補給を絶

えず繍瓦して主常状態を様ち J その大半ば商議穐壊の形をとっている之どを

表現しています，

バロトなぜック大畏では摩4集計なけれlま勺

iK'ご哀|
しかし摩嫌があると

Dム仲町均九とごK'*"コ K=コ争 Pぷ4伊4みがz

ヒいう形になり，最終働!ごは K'も Kもな〈

熱わ摩犠めないバロケリニック朱気マ l立

L 

1f n 

なってしまいます.

〈流れ F). 

これに対し

(来れ♀〉

といっ r~~をどります.短期予報 ~l主(瀧丸守)の型を主に若え J 長

い期肉の予報1:'1ま(菰れ E) の裂な潜える必要のあ苔こヒ 1ま曾明のこと l二な

ります.俗にいラ例。d.eJ!. ..nμιμ-A~いラのは，非昆離のヒきの(前才tE) また

は(来れ骨〉の基本歯柱襲をさぐることでありノそれ1まいわゆる予報マはありま

せん.攻固にはこれらの斑れをJ少し具体曲 iてかいてみてJ 両若の量的な差を

定性白!こ言葉請してみた V包思います.

〈気象庁

か鍍(3) 

Uの時両長At1ま

au 0 ，7":ー』

dt =ーすくω)

次 I~ u.lJ"の蒔陣主イLを求めてみると f=ωη1t".として

たた‘し

者十五袋十 Uサ=長引Jーφ1)

alJ"' I .77 Q 1)-' 
~十 u ;i-i =会(f 0/'ーやっ

(21 ) 

予報告n

(A.I ) 

(A. 2) 

(A.3) 



〆l

【A.4) 

ーψ "r
3事一

(A・2)XV'+<A.3)XU.'より

よ (u.'子j十音7UE=FJL〈件'四平')+崎(件'目φ')
8百 aχ C1~

こ二 1予，釣毛きいの式 (Wtu叱.e e.がιa忌:oz.)を闘い石と

2J(U，V)=マ孟〈ゆ'一子0/') (マ.2"1t〆=ち')

， 4u w一以

たfざし G:(f.n.e.側，の歯敬

より

千'....:f 1t' = 2 S J (は，V-)~
( A.4)に代入

{山 J会の)♂き?=5;芸誌荷量+2UJ~J{Ü，川

言 F(正予I u.v-) 

当

( A.I )およぴ‘ (A.5)，よリ

宣ご豆 -.... ~-Jw~豆\-主主dtz - ~ä ¥. v a~ ノ 2哲

( A.OのF( u ， lL V-， v-2) の形をくわし〈求めるし Eについての獄-it2r.

程式就求ま吾fj¥'，'(A.I..) r二 lま指誕婚ー墳より波のよラな蕃車両湘~~ありま

す.

( A~ t ) 

， 
( A.ワ)

は丁

一込
M
q

期

討一
3

蘭

子

蜘
凶

張

，
耐
門
、

官一
V

時

3

一9

の
一げは

パ

Uよ札 ヒして

J 
u '"'-MIn. ( -f 11 )ふ卒t

p
一一伊

1ミjざレ DtまEの南北の波長官F，婦世風帯を y;=30~ N ，... '10・'"~守れぽ，
大体1>~ '1-0 <' .i..tntg・盟必.4X 10(，:""'. 事長 J亨ï~ 10'1匁μι ヒして

J

I

/

ふ
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イ

lqー

/
f
1
1
 

T t= 8.s X 10'，必乙侍?芭

(22) 
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カ学的長期予報の可能性について

~事施

長期字軍e'lま匂 gていぜから， 1!，零時，あるいはもっ E長期の与による

主主の予報ま~も対象としている.危来時向の長さが違う現象については遣っ

た予報法措 t運輸法期)があリ得.QI孟ずをある.或2五の長期予報(統計坊に

しろ s その枇の方法lごしろ)ではこの長についての検肴がピ，の程度行なね都

ているか鰻肉である.わ'九わ札前ここで論Uようとするのはー今 E平増夫民

国によるー今日程度の予報についてである.なぜ}ケ高平喝をとり扱うかに

ヤいては後進する われわれの持論は問地 ー ヶ 百 予 報 村 川 な し 、 日 の ; 

向題 ~lまな注そうであるといラこど守ある

まず現在の数櫨乎報方式~百をおFって予報を延長する梯告ヒ日んなこ~'lN'鮭

り得るかを調ぺておこう.計塔誤桑についてはふれずJ 物理鈎な前題貯ザを とだミ予
定ポする.誌を蔚挙iこするため庁官トロぜ vク乏デ 1しについて替え吾〈之え

ちも長期予報上の本事量的向鰹!ま充分に按討し響るに

e 

4雪 上

手=J(干世)

• 

( 1 ) 

。絶対稿集をか地衡風!こよって来語k\.，~こ乙によリ婚の設イ也事で怒る. (1)虫;
の韓線型劫疑nやそれ1まピ蓑棲包も思われないので，意々の波長の鰻誌は一議長

請Eヒ波長によってきまるロスピー童震で東)-::J あるいは暗に遣も.-'rllも

積分す札 I;l:'"たい榊いの涼!主地球をー周してしまう~...ろう.すなわちトラフや

すエッジか地域的l之停滞しキすい附はなく ，S"OD悦 bの茜農場1まある意味で

ど立場4t~れ℃しまう.駒田は 11!J 1 毎/百 /1 百の袈測値を初期 4長特ヒして

---(1 )式をプ-T):t::級戦〈訴事首長孟の歳ちフーリヱ紙数p 球温敬を寓じる苛ま

tþ.~もっともすぐれていよう ) Iてよって 201ヨ問予報し r::..第 l国は予報の誤

差~帯(~諸問一予報檀〉である.上低 l主初め θ !5Ef向の~帯叢主主，嬉二住居

lま /0旨向の平喝誤差，第三段目は 20百両の平喝接接マあo. 5"芭もたつ

E接量分帯1主地域による鳴敬老示すようにな否 /1/.0"E ~ '7()-oW村主主~は予

報債が襲商偉よリも大きすぎ /20・WI 0"ε付近では進!こ予報債が襲灘櫨よ

り11、注すぎる.前 l三述べたように υj式は高麗を平場兆するような桂債があ

石ので，このよラな襲謹令和は車言語に才僻されよラ.誤差のえさい散はJル

マ Jレt:トラブキザョユッジのある'ttrである.梼/留の下設に 5"00-叫 bの， ，レマ

ルな轟麗分布を買えす . J 1レマルなトラフ J 1J "1 ~..ヒ誤差合年前~抗いに持品
(23) 
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してい 9.議主をふさくするためにいろいろの令郎、薄えられる.

Lイ(1)式のバロトロ日、yク滴麗方程式の代りにこ啓あるいは三層のバロヲ

リニッタモデルを用いる.しかレ草に傾正初来を入れでも本事的!こ l主ロス

ピー速度予進脅する波!ζ 控室J 蓄を菊水、つけ加わる r:'Iすである.地域によ奇

特徴lま鼠ない.地域的に固定した傾圧効果/i入れた εデ!レでない LいItt.t

(tr) .地取 i之本る強制回し昇 J 局内T的~~断熱効果をくみ入れる e ニれらは主ヒし

て地域 l二固定したものである，第/国の議量分布から若えてもこの方法氷

よ註モうでめる.蒋危な?がM作古 の数値実験で lま熱乙して南北分布1ざIt

を与えているから定常牲掻払11建らなかった，

墜するに凶の方法ちは実在する 1Iレマ1レの揺をいかにしてつく 1)也寸志J
(いかにしていつまでも祷るようにするか〉といラ点をねらっている.これ

世けのことならなにも普静して地帯による上署長戒をどう与えるか，非断熱

効黙をど、のようにして決めるかといった難向と乞リくを;"盟専 lまないのである

このこ乙については綾に述べよう.

本請にラつる前にエネ lレ号、一論鈎!こみた({)宣言Q)J性績を捗ておく.予報を

延長していくとき帯求識もど壌説ヒの工手 1レギーの冷リヒリ齢、ピラなるか.担，

原!立(ゲロースぺ、ソグー/巷 2事参照)帯主文鼠および、振乱をそれぞれ棋のよ，

ラlて与えて帯状来のエネ lレギ-Rヒ擾乱の工半 1レぞーピヒの冷りヒリを音響- 北

した.

U=ACd'1苓1j) 

グ =8ω.~ }J ω守χ+CωfHAAそχ I .¥ 

こ二で D"'" /2000 K仇，し='l-OOD 1<叫で初期に|主 c=o ヒあ、く.実際

の敬値訴事lまニ管可三ヂル下半ったのであるが;之ザ|どの守りとりに肉する障

り(1)式を糟分した結果 ιlま 11"同じであるど脅えられる.結束~蕗 2函 l之示

す.正府号!まピから Rえの決れ J つまり掻誌がら帯主夫派ヘエネ}レキーポ税れ

て帯求濃町議くなる樋耐を表わし J 資荷号1まさをである.このヱネ Jレザーのや

リヒリはトヲ7~7 71:"/~ の軸の桶北の縛~に肉椋し， トヲブ(~エ 'y ;y") 

の馳前北京か b商簡に傾いているときには大棒組にいって工不 1レザー 1主張乱

から帯状瓶ヘ，北置から商衆1之械いていれl:t'Kーラピヒなる.国から鴫らかー

なように正賓の棒膏折、量生れいに商期的lこ襲っている.周期はあ、よそ s留であ

る，従って長じ聞の平地をとれ lず辱J すなわち帯状混と擾乱の向にエ ~1レギ
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Jくわ，くK勺=-1 くil>~云子乙州
、刊‘'(1'

門 l本薄える曽商会域をまわす.資料於 300~b

しかなかったので門ヒしては 300 押tþ を中 I~'に

し忙北半域全域にひろがる著摩川O-mp の替を

よf等元石，慎 3函をJI.吾ど各月ともこつのインタ

}ラグシヨン墳は正~ある.インタラケシヨン前

JE'きあることはくは〉の最大値 (ret"d;払抑止)

の帝守運輸量輸送くi?V*>J <U)'芝V)Jかとも

に北向きの最大値をもつためである.くけり (4)

から磐器に了解される). 饗するに実際の犬養E

マiま平均的にaて定常波冷滞勤性捜乱の輸が北

前から南京へ傾くこと献ないこヒになる.われわれが長期予報に使ラモデ1レ

11この条件をみたすものでな庁れlずならない.

ミEて書患を元に農し-C，どのよラにして主体場J)i.'撲るよラな予報式をつくる

か主いラ問題を寿えよう(，)宣言を積分する場金初期l之与える轟農場注意々

く2ケ〉
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ーのキリとりはないこヒになる.これがヱネル

キ量一首にみたり}式の噌徴~ある.実礁の jて民

中で.Ji!f平場ていどの時間関商において頁ど K'の

やりとりはどうなっているかについて村上 lま辱

胃のインタヲグシヨンを 8''r等の斑料から苛草

した.欝 3図獄、それである.まず嵐の帯を月平

埼植とそれからのずれに令¥tる. 1ととえば

u=<u>十は特

< >1まーヶ百平均，うぞl主主tれからのずれを薮わ

す.く U)をさらに時状平均とモれからの侍迭に

らw令ける主

u=(u>十<U>'+μ焚(2) 

< U>' Iま耳平増天畏国上に現われる定常擾乱l之

常恥し) U'吠!主帯軸位梗司』に蘭掠する.帯状平

羽詰疋〈瓦〉どニつの接商品主の1簡のエネ Iレギ-3(:

撲はモれぞれ漢のように審ける.

f<K>; <叫=-L〈E〉3く安蒜'制

(4 ) 
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第 3 函

の運動成分に関係す石・ (1)式叫すぺての運動隊分がパロト tr¥::!"y IJ 1)法J
測に犠ラヒ仮定している.はたしてどうか.たとえぽ運動場を月平主曹とそれ

からのず札のニつの域分に13'ttて芳える.

や=(φ〉十 φ封 。un
や拾の変動 lま (1) 主誌の法則に従ラかもしれない前J くや〉の~輸)j;輩った法到

に従ラの ~I本なかちラか. や営 lま草くま動するか、くφ〉はゆっくり袈る，喪

動の時間九ケー lレか遭うのであるから重動鼠割も珪い得るヒ培えるの J1.'色然

ぢある.まず(1)式を崎南平増した式f1.'平均品の運輸を証述~きるかどうか

樟討してみよう.
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弓子=J(<守>，くφ小、く川特)1>*) > . (ω 

右足の第一項は平喝鳴の地縮風速で平場場の酒屋を請tす項て子掲る，欝三項は

移曽性犠乱による項ちある.第一墳によりくや>r.t /ヨ!こ約 /0長 J すなわ

ち/ケ百陶守地球を一同じてしまラ?ざろラ.は句。「や数人の百本の人々~

帯勘違反を)1、きくしよラとしてより Jトきいあ，QA末教を第一墳にかけるこ

ヒを薄えた.しかしこのようなこピは物理的にはなはだ、すっきリしない冷り

芳である.まして繰越するようにくφ〉の場iま車総lこ寮遣するものちはない.

あるとさ~Iま画|之 2 あるときは粛に，あるヒきは北へ鋤く， α必作等のどり

援し、!ま棒二項;tt¥'第一項ι遣を符寺をやっヒ根?をしRこヒ lご栢昔す苔.実擦の犬

》ちはこの仮控除減はっていなし、.し、ずれにしてもくわけ桝山式

~はでき与をうにない. (6)式i主 Lυ 式・を時向平喝しf::.t芝、¥tであるからし幻式

のよラに令けた減分のうちくや〉の運輸法副は U) 戎マ lま京わせないわけ~

ある.

月平均場の運動法測をいわゆミ~.スケールアアリシスによって求めるわけで

あるが 3 スケー Jレ77"リシス吃めものの誌はここでの応論ちはないので本襲

を失わない程麗に者時しj三市守奮を進める，スケー 7レ7ナ1)シスをする前に

突き極すペセき苧柄iま

付).時南平帯主してピれくらいの長ミをビるか.ここをは一ヶ月平喝をどろ

、ラ.での理性rを次|之進ベる，

運動方程式を時商1f移動平均する場金二つの量の積の平均

く%耳>=<χ〉く草〉十くくχ〉ず〉十くχ骨〈￥え〉十くがず> (ヴ〉

於現われる'1:，￥としては U，V) wJ や， あるいは Tのラち持ちもよ

」ぃ.第二項 J 第三項州えて〈れないことには議論於同師、足令はる.
s-e-程~の移動平喝 t' 位都こ，三項の太いさ i主事 J ]lI1項の大いささと商じ

程藍<tあるこヒを村上，増田Jfl.'奨測から指摘した.平場時南向隔のちガぞい

によって各墳の相対的大いさが、どう遭ってくるかをしらべる I't:撃かおり p

現在戸松，村上によって骨画中ちある.ここでは簡単な薄撃によってこの

向題在あたo てみる~乙，習として三(;=宮 =μ の場令主主港える.く 11>

をすーラ占級数で農商してみる.

ぐμ>=<U)。十伶子)も十斗三位tt2.+ー一一 (8) 
、. d l- /0 .t. ¥ Gl色み ノ。

ごこ苓必サが促可0")ま t=o に鉛ける健在あらわす.

する ι
(29 ) 



くの。=ョザ(u-く川 cit

-1-(奇ぶ)。で&十』 ( '1 ) 

もし d2< II >斤ずが建設らぽJ す なわち平均喝の臨時向!これ時

的 1ご菱化するなら l~" ぐ U吠〉はほぼ零ヒなる.守宅際に lま宣模台きちはないのち

くlLちはある債をもっそのえいさはでー Isa(1ヶ百平勾) ヒして

|くの!-::=::土今詐二(壬flt記 OS"1f/.悦 c-'

この推定'flま ずくは>I枯 2 ヒしてかなり大 tきな値がとってある;それ

でも耳半均をと札1ずくめ lま/貯htC-1 以下():t -Jj"ーである.一方 J
< U) 1ま /Om.A必c-I の 7ï一夕、、-~あるからくは常>./;tぞれよりー椅ふさい.

ところで Eむを南いると ' 

(.IO) . 

，て

くくは〉はな=会(弐句 。よ山が十一一

μ持のま言動方て主ヒして移動性蓄・イ色疑圧によるもの主すると約宮自の周期

前草越す石.2.'l=/ヶ E の闘には E内 6個の魯・低気底抗告まれるか

ら (10) の積分1":1:>トミ~¥.'イ直巳なろラ.いま μ執として

♂ =Aω乏わ

を4民詫し止ラ.た rし A~ d 11!.'.4乙どJJ 寸;= S-1:fヒする.この μ特を

(10)川号入しノ 'd<U)/今t の大ーグーを /0慨叫ーI ('!l'Oー』 ととる

主(淫わめて大きな償Z恵われる〉くく込>u.~>の太いきの文ーダては

く〈ゅはり包利子)04〔尤AL4t〕; J 

壬(誉企)。会主 〆、J /、AL，mhA&52 

ヒなる.すなわち/ケ寛平均についてはくく μ〉♂)，主民主くみつもって

ヰョ J m.z • ..4&どz のオーゲーである . -IiくLL)2 ゃくはれ〉の x一夕、ヶは

/00 7I'L2. ・ 4C.~:tである.充令の近似でくく仏〉ぽ〉を無視し縛る.以上のに

ように j ヶ月平喝~l立 LケJ 式の第二 J 三項を務由 J 町項に兇し省略し4寄る.

肘).周平場場i之現われる擾乱の代表由主主く平スケー1レをどラヒるか.平増場は

#帯!こスムー又で波数2， -3 於草越しているヒ捧われ~のマ水平スケー}レ

IO"mヒビるのおよか弓ラ.一方 N.i.o.μ伽t ，ま平噂場のスケ-]レは ほぼ

く30)
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5000/(視であるヒいった.また織野J 洋礁は平均場には 101.枇程度の擾乱

も令ま札ているこピを3密接対程式の各1賓の久ひざの司王手喝を苛事するとビ!

1こより革論した.吐こで耳字均場のスケー Jレピして 10"視の場金 J /0伊

mの場告に分サてモれぞれの聾勤注剥在しらベ r:::. ここで注 /O~悦の場舎

について?ざけ述べる.実際向題ヒしては 10'視の場合と /0"抗め事告の中

南々らいか量当なところ守あろう.

υ、).高平均場のiJ:勤の時陶スケー)レ iまどラとるか.蓮勤1f程式。氷平移流に

商した項 U eHケ鮮の犬いさは U/J...のトダーである〈 U=fM-M2

し~ IO'm ) .扇情長h(j 'O<u>/抗 のA -Jfーは時崩スケー jレをTとす

るヒ U/Tである.水平移戒と局併象品の矢いさの比は

マ_L 1 -τア吋「

可を /0-1の大ーグーと仮定すれr.r'く μ〉の荷片差犯が帯寵項よりも一帯)}、

注いことにはる.時刊がちあると守る.しんは L= 106m.の場合

には約 /a~ あるから丁として 10 可 ι とっ?ミことにな否，象悲のために

述べておくと帯動性高・低提庄の場合には繋損部分の捗動産Æï.~波の移動

速度は同じ1ï-夕、、ーを~~ I守あリ，海のまのよラな場合にはを >101 

すなわち水の語討をよりも波の移動速度於はるかにjく註い.現象1こ長じてし2

UヒTの関係前遣い ) 'l I主運勤の桂績をきめる董零なJ守ヲメーターのーっ

}ヶ月以上の長期の予報の場舎にはをは /0-1以下の小さい権を主

-J 
a
s
s
 -，s・，

s

、
協

をある.

ろう.

以上のうち葬にも ~つ‘きスケー lレアナ 1) シスを行なろわけマある.まず昆金

は碕開平均精長方程式ヒ年退散方程式ヒを曹を下しておく.熱の式と擾乱の式

協について叫零時じ て 普 く 立 に す 忍 ・

v(ザリ)> 
x 

2丘三史主=ー/川豆土生+
at¥同 3'X"

@ 

者〉+くAV3子一ム等笠〉十〈寺普ーさま
. @ @ 

(12) V~どく TF>十 11<. 十千 3くω〉.....--...... _'-
J op 

O x 
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十 fAく1↓r>-4くφ〉

0， 0 

スケールアナリ以の代りに遺脱憾によ帰還すすめる" '~ 
上のニつの式から順次犬きな墳をヒっていを J 認1K主t似働IミA、註¥.':1賓を近

似していくわけちある，もちろんこのやリ方は議底きは t欠ける齢、わかリヤす

いヒ思ラの~，こ=をはこの方法によって時嗣平埼場の予報方程式を尊いて

みる.ぃ =10 6m ヒヒった場告の各項の犬い~の帳簿!ま" 0 )J卯をつげたも

のが最も大きく，択の II'x'"旬は}桁ふさく，ぽ<8)U 印のものはさらに}椅

小注い.活長o護主 (12)1:'革連散項チ 9くω乙/討をもっとも大をきくな IJ得ると

考えたこピを不思議に思ラ首もある1ざ若うが，そのわけは畿に写僻ミEれよう.

ま作局所長化-3A(ψう/戸水滴蔑の水平移流項よ 1)~柄小注じヒ芳元たのは

(11) "ft '!zを /0-1 J乙とったためである.平均暑の屠所変必~、J}、~¥.¥ ~あるうこ
とは蓉揺に想像さ札る.考書散方程式 (/3) マ ~A くχ予匂 1ま葬憶にふさく託基

の議論には嬢視~， ~きょう.

をて (/2)，U引でもっ乙も jにさな項官、けをとる ι

<14-) ，..J e}くω、
-3F4EAくχ>D= 0 

〉

地

山

口

広

モ

(

嘉

の
磨

る
ら

せ

か
'
な

式

み
幻

ヒ

fa.くψ>D= d. くや〉

=こち指標 r，0 "ば第一)ft似であるこヒを示す. くIq..)) 

櫛風前導け否. (/必)式!主く ω}o= 0 またはく究>0=0 

〈U〉。 =-21え+ぷ主主乙=ーム三玉虫乙
3χ :f 'eHJ 

(/6 ) 

くlデ〉

すなわち平均醤農場 <'<t>却でわかるヒ地荷風くU.)o)くV)..IJV:、京まる.もち

ろんくUλ ，く V)DIま非誕散ち (1ft.)当官を満足する.同嫌に秒輸柱護乱につい

(32) 
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ての満度方程式 J 発散方程式くもとの精度 r 務官主方程式から(/之)) υ3)を差

し引いた~)から大~な墳をかあい出すピ擾蓄しについての地衡風於嬉られる.

U 持=ーム~<t* 
a 壬 3宮

(8). 

よ吋米
子言r U?) 

つ淫、!こ第二辻似の式へ進むわけであるが J (/2)， (13) 主主て~r{x)' 印の項!主

)精jふさいの守克介の近似で(/心ー(/'1)の第-1立依の風で議長わせる，すなわ

ち-
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(21 ) 

ここで者探-， I " ば・より語い精度の董~あるごとを表わす.地衡風 iます ~y之

苛躍注れているからは0)の式からく ω>1 於わか 1)，(.:2.1)当ぞからく ψ>，訴事

~る.すなわち(2.0}) (2j)は訪働方程式である.平増場の予報はま1ざできな

くω>，:於わかれt;t'くつ芯>，加、つぎのヨどから求ま G.

一βくU>u+γ・く 1F>。十チ04<"0/>，

，ι
 

¥/一ω
一p
〈一
3

3

一
-m ム (2.2) 

発 散含くの/"dP をリヲクぜーションすれぼれ.かくてくわ1 1くψλ

討ポめられたので地衡鼠よりももラー桁精度の蓄い平場場の風は

くうど>1

くVλ=三住宅2十?JifF2ι
-' aX  <3iJ 

十 3くコピ>，
eloc 

-V
一vd

M

一3μ
 

(.23 ) 

によって苛車'"0~る.

穆鞠柱擾乱についての第一近械の方程式茶 lま(13)，(fわであった於J 第二

近似の方程式茶のラち満1l方程式と事会散方程式r-2、ltを書いてまナこう.

(33) 
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at 、 D~ el1A / 

一(ω。毛主ムくVλ当ヂ+βv/c)

一(LIe hfJれ いくvh〕ニ'A<'1')0 + Vo* ø.A~.'I' ';>O i 

. 
~.、常且

十 f号ι+11<.. v 'x lF~"" (24) ・

0= -2 (学焚学E-3ば訟とゾ
、i3'.l: a百 3宮、-c.'Xノ

一つ fおヱミg 主主夫泊三五均一盟主主zj二泌総ふJ
-¥ ax ~}J oぽ a~ a習 a}. el穆 3百ノ

-(3 Uo* + v' J凡骨十 fA 'tf'，味 (25) 

似}の満良1J種式 iま・~制等おnまりめて導入した t、わゆる準地縮風満員方

程式である.話誕の局付~4t::の項 s およぴお迫嬉一環J 第三項 J 梼三Z更はす

べて地備風ë'表わさ札J 第m墳の挫散Iミ、庁lj\'よリ蕗 υ 近似~差損~才している.

また立ち』ニりや滑農の巻車輸送l之関する項がないこヒも特徴をおる.棋の哉

〈ここでは警かなかっ?と〉ヒ瀬良方程式位引を他みらわせるこビlこより J よ

〈知られ.て)..~忍 ω ー方程式治~'i寄られる .ω ー方程式を解けは、、 ω戸'f:tI"わか lん

がいては X，*がわかる. (2$)ヨえはいわゆゐバランス方程式守中戸ポポめられ‘

る.かくて棲乱の場i亡ついての帯皮の語い嵐は

uア=一三車検十2み'* v，骨 z 主主主十三みど
alld~) o'.lC a百

により求めら才しる.

ここで注意しなけれぽならない焦はは仰の渦産方程式に広くは>0)ぐV>oJ 

く't'>.。肘告ま.れていることである， 位。)， (2/)マ述ぺたよラ iご第ニ主主似の方

程式~~Iま平均場の予報 1まできない，だから演のbQne AI:.ePの二札らの菅1ft'' 

わからないか d. (2刑宣言の護誕』の予報も時商をお、って誰査す否わサにはいか

ない.しかしながら敬白糖度 (5 'EI~"らい〉の乎報ならぼくは>41 く V)O ) 

<1ftλ ヒして初期の植をそのまま使ってりても接乱の予報め襲建 1~， ~'1ま Y久

をきくないと恵われ否〈スケーJレアナリシスによると 10TJ以上 iこなる邑議員の

才{ゲーが I1となリ縛る).そ之苓数百種主の予報をする場舎の (2ω 或の栓

蟹をしらべてお、之う. (1)式による予報と比較す忍ためと詩書E簡単にするた

p
d
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• ~ヨ温の第一墳は移動性榎乱のみに髄訴し J 梼ニ項 iま平均場の越街嵐によ。て

援乱の滴麗を議す効果を表わレ).第三墳は援乱の風モ平場場の語奇襲を討もす効

果 t狩あ~.第一項 jJt輩亨主は恵わ札ない〈擾乱jÇ円帯なら摩にな。てしまう).

~~して平均斑!乙よって護勤時注れる梼二項の効果時越しよう・たは
擾乱射淑れてひづても平均婚は初期債のままにして bくのをあ~から第 I 密

のとごろ守主主べたような地域的な予報謀議は生じないであるラ.しかしくu>.ω

くV)。の時間愛砧を魚祖してひるから〈之ηによる予報を 10a.以主も延長する「

こkは無理である.このことはエネ Iレザーの観篤からもいえる . (~.m の両足

l三(-'tゾ)を乗じて時向島、よぴ面積積分するヒ

妥;f例 &+Y，，'It>'>d.S = S[<U>D(等L当均十〈向(主宰〉十都uciS

= [(tL)，，'~〈京京~ d.S 
J ~弘

+ ff<u>:r五段じ笠ば位十くりa五笠必+区必)'1dS .(刻je-'O¥. -ax d~ /. '-'0¥ a~ . 31# J J 

右足の第一嘆は平場帯状流ヒ移動牲者乱のヱネ 1レザーま我J 第二項は定権擾

i自宅しヒ移動性擾乱之のエネ}レギーの~リヒリ~蚤わす.材上の襲測によ.9~場5

V叩}靖のイシタラグシヨン 1ま-5"00 X I02a eJZ.手.0'Aι-I，務エ項は +/()O x 1f:!4 . 

U守ゅ・ 4記プマある.1ぜかf:>(2.7)マ乎報をするピ帯乱の工ネルキーはー百に

約柳川崎~. AQ.Cイずつ減っていくこともあり得る.ペ方文民全体の

運輸tキ}レギーはほぼ 1550X 102fl.叫す4 マあ石.故l之loaやたつヒ援誌の

ヱネ 1レ千ーは初めの%程度になってしまうこども起り符る.

以上めよラ 1こ臼仰のバl:rトロピッグ毛ヂルちは地域的手議議是はさ》すら札

7乏ポJ ・エネルギー街i之官僚格Lない可能4生前あ否.援誌のエネ1レザーを智絵
ョJ.it

するの l;t. J~ ):tク 1)勺タ始以ω戸勢こ〉であ弓う.ごの糊はJマロクリ 2

V グ予報芳程式 (241-)お、よぴ掠め式〈普いてはい)から工事 Jレギ-If堰式巷寄与

『くビ4寄ら札る.第二週t似の鬼~な器輸if菰式'j.(却) ......~2.t)布、よ t~(20})..... (l5) 

(3め



ぷ

のエネ jレギ一方程式 iま犬表癒味探い向題連E令んでい墨氷、ここでは宥略する.

.撃す否!之持論としていえ弓ことは第二置と似の方穂式莱 c-，ま {イJ時向ヰ噂場の

予報lまで芦ない，伊J移動栓擾乱d)守報ばJマログリュックモデルによる之ヒキ可、

ωぞましい.次に定ぺるように三馨以上のバロケ 1)ニツグモデかかのぞ、まれ

る

時尚平均場り予報式を等 <jとめに積三進似へ進んでみよう .A長短な式 (/21) 

(!'j) ~ (( X JJ キぽ@>J印のつい?と項を婚一主主似およびf襲ニ近松の方程式で得

られた知識を用いて近悼すれば、よい.

2話路=ー「くU).~括払十くV). (三笠丘三十AYl
9ち じり 2穆"'""" d1s ・「ノ j

十[4<均

一[くはλ弓PL十叫三守主]
五主主ーくω》ピ白1十[主出忍~-主治笠込1

I ."91" J' L <lV 'ap "3OC ~to) 

ー /μ?三全ぜ
¥a-:r: 

品.....苛f.特

十ザ号tL〉

一くuf裂ムvf帯。

十くムピヂーザ』撃と》十くザザ-主主￥〉

十千"3(ω>2
-ajO 

十点<.v xくF入 (2'1) 

'y、

》

第三夜泣似の発散/J程式は予報のため掛震ないの~積略する.すぐおかるよ

ラ I~ I.f.涯にはく0/)0 (ω ) (1 '1) によリくや>)の時肉袈犯の墳ポある.すなi.r-~

わち (2.'1)は予報方程式マある.ま 1ミ(ユ引式の各墳l封草地衡風によリ表現註才L司 F

.ている、.すなわち時商平均場の予報1む皆様飴に非地衡風でず1レマ世いとい 11'

ない，ま jを第三項市格問項J 勝七項や事入墳はくω>，1ωプの垂童微分!之髄

4棄する.こえしbの項1主柑の墳と間程度に藍曹1fあるヒ薄えられるので以来る

~、 lナ正穫に推定しなけれ liならない.モのためにはくωみや ωydV少なくも

二脅払上寄与えら礼ていないビいけないーーすなわち三屠以上の今居モデ}レ

ちないと/ヶ耳予報ば~きない.位1) の予報宣言の牲襲についてしらべる粛に

擾誌の第三近似方程式束について一言レておこう.

議誌の事三盆献の議長は読義告ら説ち別、れてい主1さきたい. .(之4-)の草地縮風

精度方程式より'ピの程農複雑になるかしらべておくこヒ!本興味j1.'あろう.零

(3/') 

z 



p 
a 

「

"/， (1; 

するに第三近似の式によって 4♂ゃ先グの予報ポマききる.平均場の予報式

として (2'1):式を用いる限り擾乱の予報Iま嬉三近似ま~薄J註!こ入札 jミ非地積良

定デ}レでな註れなければ、抵らない.きもないと金エネ lレギー総保存しないこ

ι ポ義務に証明~札-ã.た、から平舟場の予報をはわ式でや 1) )張執の毎日の

予報を地街嵐忘ヂJレ(24-)-z; )ゃるのはよくない.

之こでわれわれの得た手柄を-~まとめておく.

('D. 晴向平均場の予報式(.2引!古書生地借鼠色ず}レ~ある，平増場の地衛頁精度

b.(ψ〉。を琉す蕗}ま (6)式のよラド平増喝の地借貝ではなく，吃れよ 1)-

桁ふミ三い平喝場の非地衡風下ある.4Itって (6)ヨ支のヒころで述べ1ミ向揮は

も解決 された・

九時商平喝喝の亨報l之券断熱効果 iif量零であろうこ !'.I主誰でも想像するど

ころである‘与える奏容の精度1まどり程農の精度"zt'広けれ lずならはじかピい

ラム熱の事三止似の式!こ或わ札るく告λlま/0-1の大ーダーである ./0-' 

のオーダー除 0・.3 Dè~μずである，壇賞に隷な 0.3 乍の瑞象で測更するこ
~lま説在のど之ろ不可健ちあろう.このこには長期予報のむず庁しさの寝

長念物語ってひょう.

い ).平場場の予報ι並行して行なラ撮乱の予報!主非地借風モデレでなければ

ならない.こ札らの非地衡嵐除いわ φるバランス方程式の僻く1/'>，) "y，r/" > 

右よぴ ωー方程ヨ売の餌<'Xλ3χ戸によ日京王患注れる.また三層以上の今

麿Jマログリュッタモヂ Iレをあるこ~斌の吃、まれる.

暗1苛平均場の予報をするのに擾乱の警報を毎日 hやらなければ、ならない巳L、
ラのは面倒てきある.これををけるためにははりの第五~八項等の接乱に商す

へ吾輩水平場場のくや〉下車わせると仮突す札ぽよい.しかしこのようなこと

臨械醸にM 可能ちあろうし p また吃んな仮定者用いる三山川件当面

やるぺきちない，基礎a1な稜討を?色合すべき守ある.のちに擾乱の毎目予報

をやらずに初期における援乱!こ闘する歯平勾量在与;r..1ミI芝、けでは9)を積分す

る場会 J どの程度平宥場前予報し得るかという向題について桂討して#よラ.

1;(1之慎二の難点は非時保初来なさきわめて強い精農で与えね1ずならぬど ドラこ

とちある.この費量蘇!な〈ユ9)式、をア Jーマ 1)ーについての予報式に害き宣した

のち J その予報式!こ現われる非断蕪検束を無視aするこ主によリある程主主注庁

られるど薄えている.ア lーマ IJーの予報式はや冷瀧雑.になるのでここでは

場ゲない.長期予報の乾業ちはし 1どし I~' ア J ーマリーを佼っているのマ，ァ

J ーマリーのカ挙前予報を行なって捗るこヒはきわめて演味深~， .泣い蒋末

やって存たいと患っている.

(37) 
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冒

ミE て平均喝の予報'ìf;程式(之わの~噴の物書街意味をまレらベ j きら13ピの寝

良予報の苛犠牲ポあるのか桂脅しなげれば、なら古"¥".その前に時寓平均喝の

語農産化がどのよう主主惨事起るのかをみておく必零封ある.・嬉4留にlまItstt

与1213の周平場 5"00伽 b 等圧商蕗巌(，繋縛〉ヒーヶ.s)貨の蕗.l菱化 (I ]fの f

眉平増ー 12耳の耳平場J訳、示してあゐ.資料はし.F..'ゲ 1レーア訳書骨解したも

.のである.まず高度度化の才一ヂーポ 100視で百々の.袈~~商 U 大ーグーち

あるこビに完結く.蕗緯度ちはそ7エッ?の煮を謡!l..iJぞ涯がリ，トラ.ブの束~

語法氷上っている.すなわぢ平坦埼怯/ケ馬肉 lζ約10JJ.ぐらい面へ移る繰向

ポあっ ;t~わけをある〈冒々のトヲフの帯言動距離.区間 U づr ーグー). ~Jf"緯

度下 l主トラフの蕗方 ït 嘗農民、活・Jft.'る，いいか元れはやトラフjJ\京進するイ頃脅~・

.あった.以上のような轟震設&s減、()..'lJ式の各壊により説明でき吾かどうかぶJ
-すなわち/ヶ E手増夫提国の}ケ耳予報'I1fどの薫.可能かをあたってみよう.

セてく，29)式の車道帯一援は平宥場の濁aをE非地衡感で請tず語棄であるこの

事長地物風lt(2:3) ~与・えられる.日つの成分く'1'>I .ばパラシス II程式仏1)より

求・まる. (2I)宣言‘の第一-項ば平喝時め地借嵐から砦JOflこ詩草で量る.大雑招l之

「碍で己:'CU，項による動栗}まトヲプて~ IJ.く'pλ主翼)ryエツ予定ふく中>，，:を正!之

すo.レ1ミポって梼一項?さげをリラックスすると，(0/)，はトヲブ芯正..>-ryエ

，V3FてF真ヒなる.位討をみればねかるようにく中>， I~ よる非地街風はく中>，

'の正の"と;ξE を右幸 I~ みてt;{ ~")モの文一・ゲーは/悦・../)JGC-，である.すなわ

ち下アフの東側ちは地寄り?'世側もは商毎 1)の持地衛医乙なる. (2.1).式のー襲

。三;噴1ま用自宅噂・(1)< u.o~干 )'，.:'<u.，，*V/;)j: <Vo勃うの骨格 i1t'わかってい札lず苛捧

もさる，，:'L .'F.ゲ}伝-7~~は各買の地借鳳!こよv る聾勤董輸送 <U""" V"，'i'<> tま諦

請しsている桝 <LLo~> 持くぬが'> I主苛蒋していな"'"，按企な水b 場抵の~之

ろ第二項を:雑貫主亨;;sずーヲーがない，t'li

臼刊の制衡風のラちく・χ)，による尚は以内メpを1)ヲタぜーシw

ヨシするこ Eによリ求められ石.‘嬉宮園出 L.下.夕、 Jレーア前ニ槽tず:1レ~脅

算した ~OO 例b における主再選農ぐω>，，'であ.Q .指南は 1'15".<1与 1.2~ヒ Ir60

与/月め平喝マあ高.民平洋ヒ大骨尊の音量鵠に下降提請t( IO-，1J.例 b.A.ec-1 () 

1f~ Jj"'-) ) l' YY大陸内部乙長、平洋京都.にl主主幕.英謙治である.嬉&薗除リ

ヲタぜ-~a '/'も

A'ぐω〉蜘・ {30)

i之よリポめたく'x>iの合布図-c::ある. <χ>，による非越街患はくχ〉うの麓の

k ごろから正の~こるへ曲。て吹く. 1と ι え I~a埼民主主 C トラヲの中松〉では

(38) 
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く χ 〉う l土真主、から J く%>，によ~葬地衡鼠は B本主をから東およ rf世に向う.

モのうT ーゲー l立国からもわかるよラに大をきくとも/悦.~-I である. 1:1 i4ミ主

主ぎから/仇.../，lι→の対ーグ-'f正蒲麗iitj三平洋および、太陸内蓄積へ蓮ぼれる.

ミニの酒量E輸送による蕎麗~イもは/ヶ耳 1之 -IOD 7TLの才一ゲーである.もっと

も500"叫ば非写経散高麗'"E'あるからく3ピ>， による詰藍慶似 i志位，の麿l二あ、ける
，よりもふさ~， ~あろラ.

以」二のよラにわれわれのモデjレω，9)ちは平喝掃の地衡風満度は l悦 .4.e..c.-1

の才一ゲーの非地衡嵐!こよって流注れJるの否 ω〉支のところを述ぺr:::よラな

難』誌は除か札i::::.• ま?と平岩謡の満麗の戒される方向 lま平増占暑の地縮嵐ヒ久い

に違い東面蔚北いずれも同等に可能である. ~"の方向7ft、草越するかは宅の時
のE平場量の合布によ.G. いJ

次に(2.?)弐の帯ニZ要は平場犠の地衡風芯 (2¥)に示し?三靖主主ふく0/>，を戒す)

項~ある.第マ図に模型的に示し t ようにトラフのところではおそらく A(ψ>，

l主演 J ウヱ γ ジマ|主JE~ あるう.従って嬉ニ項によリトラブの歯面下精度訳、

減 0~ トヲプの錐面下品蓮如、増加する.じいかえifLl!'平者藷麗場 <Z) は簡

へ進むこヒになる，モの方←・ゲーな晃満ってみるヒ/ケ H向l之約/0藍〈、、らい

も第4国の島緯度怒みられ与平均場の骨進をよく説明していよう.

;争

、、一一戸-"

L 時 >1> 0 問。 :wo!
務ワ囲

く42)



(2.'1)当むの第三墳は滴農の童車輸送ヒ繕散に商探した項を加え令わせたもの

である.壊4図ヒ慎 E国をみる ttf緯藍のトラ 7の中むから前方にか庁て下

降張主流があ.Q.従ってくω>， b< 'i' >ø 球王~その丈いさは5"x 10""f '1鬼b.必 c-2.

ぐらいである.この債からく'b)の蕗最長泌を推足して捗る主/ケ馬両に

/00 匁の蕗藍の減、~~なる.勝今国にお庁る中緯農のトラフ荷主の蓑の蕗Ã{

菱兆はこの項目より説明されよう.

は'1)式の第田項1ま主ち』こりの項ちある.平増言語農場くZ)とくω>，:前わかっ

℃い才し1:'、落扇l亡輸事し替る.二の項lまoOD明 b村主主マ最も大きく J yェvト

の蓄産 (.2. 50例17) 荷近~lまふさい~あろう.寝味のあるまrJ本俸 4 国ヒ梅5'固

から主ち』二り墳の分荷主主求め，この項によるく'2.>の装化についてしらぺて

1= r:! ~きたい.
以上述べ、たよラに (2'1)式の初めの面つの項民、けからでもある程度耳平場天

気図の蕗主主 ~4~ 封予報でさきモラな提射する.こ札ら四つの項の首草に肱専な

データー lまく'6>，くωλp くu..，1frう，く μ:v.*> 右ょがくがうヒ敏をいえ)~...t様く'JF>Ol.' 

慕く~>。 である.あまりにひじ遺言、ちあるかも知れないが三積以よニの〈包)"

〈ω>，'くμfz〉3 〈lifvb畦>，くVo*Z>の初期の偉を与えただけでも(がme
A1apをかむことなく) /庁 H予報についてのわれね札の王ず}レの今エγク

1まをきよラ.場経のところヂ}ターポないのでlli来ない前追い持来やって砂、

たいものちある.よくいわれるよラに平地場の歯量は普緯栓~'よいaので泌総

M".ef 1ζ ついては注ほピ沖鮭犠 lこなる~.零方ゃないのではなかろうか

毎日パランス方程識をといて1ft をポめ J また上昇異議』 ω，cχ，) を昔馨

していればUの式の椿丑墳から務七項まで、t氏、#まる r これらの項の物護華街龍・

味は砦易にゴ僻~才しよう.またこれらの項によるく Z> の蕗民度必は}ケ葺

lノケ~lζ /00侃の芳一ゲ戸作成ることが期待注れる・常視ちきない.セ~I.下ず官ρ

、判明2'</)式の第八項はく ω>2に関係する精農の高い拡散効果在京わす.

事4圏の青島主主fil:Jの合布をみてすぐ気付くこ1:: 1ま申・ f品構~\f 1主語1l~~也

7ft'翼の片方f 今く J 蕗縛j菱マは連主に正の域抗争い.時技平喝~~舎又丸1;["晶緯長

ヒイ畠緯震で主主の普慶長AI4をじでいる.当貴志平場帯状斑は弱くなるをあろう.-

よく知られている初比£みぱM<句dιlまもっ、と短い周期のものであ?てs

こ二~述べているのは高平場にも堤わ京しる蓑周期ぬものである.このような

蓄緯度ヒ佑緯長の蕎度~AI:J の溢精肉 1まl}t藤正次 J 広瀬等によって指構されて

おり J 統計鈎にも粗街係数 -0.3をこえる顕著な現象マ首長吾正E 繰っ τこの義

教jJ.'(29) 弐~説明し侍る可能J性 1Jr あるかどうかは董婁な肉題"fある.い弥実

について埠える前 lこ(6)式を帯夜平喝してみよラ.地衝風であることを11;.守

(4'3) 



セめ指標<<0 }}なつけるヒ

一三三三止主~ '2/く叫くv>:ムポ<U/CVt"'>
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第 8 図

材上の惇析によると月平均

華動量輸送の甫北分布 iまHを

}匂わずさきわめて似ている.嬉

8図|ご模型的に示すよろにジ

工、ソトの南で北向き輸送1町、最

太になり，蓄樟良 ~l主 Jト~い

南向這輸送1ft'晶われる.ま士

おJqlまくu/<Vo-*>の三分

の一以下である.かくてジエ可v

v トの~前主主の南側では (3n

の二項ヒも草 3 与をれよリ北で、

1立正ヒなる.語慶長必につい

ていえば中緯主主で蓄主力?増加

しJ 茜緯藍で言It]更が減少する.

質瞭の九探中 ~l立以上のよラに茄誕の各項の分布唱でいつでも似ているから J

(31)式運E時商について IITsも積分するとく亨〉のまAIGは /000--;九の大一夕、、ー

にも遣する.このよラな大きな値獄、でることはは1)式ポ周平均くや〉の予報に

不向き~あることになる.もちろん(3/)式を使ってモデ jレリサーチをすれ|ず

嵩 1:1:別でモヂjレに点、じ、1ミ高度蜜犯が、損われる"fあろう.ぞれは観測するもの

ヒあ、よそ b'lt離れたものとなるラ.第之国ヒ同じに 5a程農の短周期の長勤

前提かれよう このこビ山)支持時くわけ刷、できなれ作こμ3
内接 lま金く同様~ある.

ヒごろ於われわれの理論ちはは0)式を帯状、平唱す札l:t"わがるよラに

0=竺sgEK十自笠佐一千三竺互主-2iEh (3之)
a?f2. í3~" '8142. ê~ 

ぜなIt札ばならない.地衡風による運動量輸主主lこ蔚する事は発散唱置や藤議ヒ

釦 1)告っている.すなわち地街風に.よるま車輸壷輸送は帯主文平噂奇麗の主hもに

は車持的¥;::庸与しない.こ札をヱネ lレキ一首lこい元ぽ{<官)J くK)'}も

iくK)) K勺も常に衰をあって p 一報請もへ運1ず札る霊言動エネ iレギー 1ま}離武

のま量.ffi(語緯産"0首長部、きが、リ佑緯度守護善良s¥'jこる) 1ご lま使わ札ず主~して

亭擦による消費ヒ鈎リ会っている.第之関のようTa"短周期の J しかもえきい

(44) 
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ヱ泳 Jレザ--サイク Iレld:J!平場 Tきはおらない‘

帯主主平場事長の~~也 J ひいてはエネ lレザーサ 4 ク Jレポ起るのは事ニ主主似の

式によってちある. トラフやそ7 ェ、y ジの軸の槙~Iこついていえ lず平場倫な輔

の傾詮のまわリ~)トミE く振動する?で、 1"1をある.第二近似の式〈之引を帯状平噂

すると

性

会主亘弘21二(;}2く叫:品川十山れバ 1
en ð~a <， "'0 、-a~" CI~df / 

十土/内，今め+主竺14*>') 
ε:0 ¥ -ay" o7j op ノ

一β何一字ム ( 33 i 

J1lの宅ト墳によリど、のkうな謡選足農粕t丹、匙るか|ま埴梓のヒころ明らかちない.

主ヒして非地街風に陶援した謹勤奮輸送t賞、主零な国矛であろラポJ 資料を得

た上守抵いヒイ苛ヒもひえない. 1をだはっ詮りしていることは怒り嬉~<..事〉の

長必!主}ケ E両で /00併の士一ゲーマ謁るといラことである.もちろんこの

方ーゲ、-/，ま第4函で観測さ礼る大ーグ、ー ι一致する. (33)式に従ラヱキ jレぞ

ーサ 4タlレにJちUて耳平喝棒状米くU>。の強きが疫リ，同時に高緯主主ヒ他緯

食で逆の語j{.~，f巳カf 起-3ラ.コニネ lレギーザイク lレの周期 l士~ C1fCR-eよ

リも長周期e!-あろうヒ想像する.なおくヨ引において垂直微分に商保した項貯

水平微分!こ肉した項と間程車!こ宣言事てきあることも晃のが‘せない.

kえよが筆A吉の l ヶ用予報についての肺兜のあらましである.これま ~'Iま平

均場及ぴ移動性援琵iのゲミ殺的スケール若E~.も}こ /0弘之した場、告について述べ

?と.平均場 J 擾乱、乙もに 10"11もの鴻令)~喝場l土 10 らz であるが、擾乱lま 10t.:抗の轟

/;吟についても調べてあるがおまり長くなるのでここではとり上がない.

岡野南くところによると lヶ月予報の今ま下の威鵡 /t栢商係数O.Oぐらいであ

るEひろ.生演百であ;，sかも知れない獄、ここち提出し?主力学釣方法でもこの程

麗の成績はおさめられモラに恩ラ.もちろん予報について孟々する請にf1<

の力学的解析ぴ IltJ'要"Eある.輩君!立長期亨報に陶しては潜んど、経験1げないの

で今ま7fの解新事実について号くを知らない.このこと討小丈を作るに基っ

て σ蓄蛇lこま:i'l)'ず"におちいっ 7三こビを志、吃れる.観測事実や予報誌尉につ

いて知識をふやすこ ζiま欠くぺからを言、るこ kこちあるので，面古い事柄肘あっ

たら是非教えて頂きたい.またここ下長砲した力学的法剤を基にして複々の

平喝天気圏の解釈について桟討して謂ければ幸刃ある.

(気象研髭P1t)

(45) 
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7. まえがき

失気の垂直謹勤!ごついて託主主するには)l}'なくヒも次のこヒにふれな lt札

1まい十分 ~ìまひえない 1ざろう.すなわち

大気の金宣車輸 1ま相によって起~ている :/j' .いろいろな気最塙患につい

て，梼にどういラ環困の金輩霊動i二注百しなけれ1ずならないか.

労3託盟およぴ、捜層圏闘の蜜勤吾 2 運動エネルギー，捺エ?トルマ)水嵩

時也、ピの分i/f1ノ~勤について 2 垂宣董輸はピラいう物注をしているか ''<iil!fÌ

審査華勤の大~主主，会和 I~ ピラぼっているか.また護百するスケー jレ}こ

長じて 3 告宣車騎巳いラものをどのように把えkらよいか.

垂直筆勤 1な時前的!こ rんな2量輸をしているか

金車謹勤を査持観測で~ ~ t.n、ヒすれば、，ピラ冷ってモれを韓~すればよ

い官あラか.

をEて， いろい O 1.;1:項百を普をつらねた前，このどやれについても定華街に十

令な説明をすることは靖荘をは不可能なよラ l之恵わ礼る.まして，喪期予報活克

ヒ鋳おっ?で本誌、にふさ三わしい内毎を猛る二ビ l土到島由来ない‘

事着の薄えではノまず毎日の ωの値をいかに正康に知るかヒいヨこヒiX‘普

。面の謀揮で、あるヒ恵ラ.モごを』締売すのと之ろは J 建続方程式な 1)ω芳程式

について業千の注奪を述ぺるこ ~t三、サ}二格 I)t う"Fあるが、，この焦仰す解い

ただきたい.

2. こつの倒

Af.士F、

J 
まず~ ~!Y' 怠リとも長期予報に商輩して・じるかヒ芳えられる ωの倒を示す

こヒにする.

第一の倒!主』亭節議犯に商掠し1三ωのfかさを友わしたものをある.これは

/951ヰタ M16 t:rから2.513'にわた石 10旨陶について気温の襲必を侮柑レ?とも

のマある.場餅lま輪島，仙台，笹野，J¥丈箇，潮岬，輪島"G困まれに範囲内

"'F J 6時南南備の話者漉潤音棋を商いて調べ?と.悔 l図 (Q.)は，この閣の池

上から 5-00 悦b に至る尚の竃嘗の場告の提寵~.{也をゑわしている.語常の場

令といラの lま，会宣量輪車ヤある基準窓越えて裏書写!こ犬~くなっ作場主訟を除外

してあるヒいうこヒでJ 1抵舗に手陣援砧が、進告した塘を?の意味である.告紫

(4b) ， 
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J 

のことな伏ら J 蕃になって，下菅では Ia 1ご J"r:.前後，中層""FI主0.2"c前竣

ずつ提涯町上昇じている.商箇 (b)tま，求式指並第一項，

3必πθQ
工=-¥V' vT一ωT一一一十一一

"dt 'Cf 、，，.，，. 
，，.、

す試わちオミ平移琉の初耳更を表わしている.また、荷風によって犬薩の相対歯に

冷め T::¥;、主要Ejt\'、来れてきているの ~， これによっては予定温の下降しか湖特を

きない，同図 (C)はほ〉から (.b)を減 Uたもので，事ぎ際には何らかの存在国マ

これた、 lγ の拝温を詮せなければ、 I くω に示されているよラな温暖4~ 1ま怒り樽

ないこヒがわかる.もしも金壷蓮動申?なけれ1ず) (C)と同じ量の Q/C/"J す

なわち熱源古てあれ iぎよいこ包になるし，断熱マあるならば p 空気の沈降によ

って (C) ヒ同警の界温折もたら注れな It れ 1まならないわけである~

壊 l図 (d)Iごlまυ〉式のお近第二項の大註包をE昔等し?と結某を図示してあ'

る.この場金Jωj主実測の水平風を使って葺続方程式から求め?と植を使った.

このほJヒ(C)1買を比べてみるヒ，地表に泣い設いノ奮を除いては l:ioO11Lb以

下1'1まλ気の下降車鞍による界温ポ (C)1二撃請されている植よりもかなリ 3く

さいこ ιaでわかあのである.粧って 3 モの過剰な債を有ち請すよラな冷源i}'f

問酉 (e)のよラに存在するヒ考えて y はじめて (f)支で、表わ吃るょっなバラ

ンスを威リir.たせるこヒホ、でさる. tと1ざし地表に泣いJ雷に対しては惑が供給

されているピ 1をえなけれ!ずつじつま於令わなくなってしまラ.

実械にはこのよラにして求め?と冷熱源の存在獄、潤の方向から確認、~オしなけ

れ1ず，会直輩勤の扮をについては晴雄な結論!な下せないであろう.しかし J

号蹄事主犯に京さ才しるような犬気の熱側技態のゆるやかな度品ポ3 いろいろなー

寒国の不均衡の結果生t')その中で、大気の岳童霊場前少なかbね扮きをして

いることは，ここに記したー倒からも葱憾に難くない. イr一九

次にあrる倒lま， ωの周平増償ヒモの用d)夫賀状態ヒの肉保在家わしてい叫断

る.嬉2図 ω)I主 /'157与/月の北米大薩との 600乱 b面における ωの令布

国~ある.この場会， ω1ま毘平均の土ニ管買え菅料から豊能方程式を珂いて動車

してある，次に 3 周囲 (b)1立問 e'JJの耳降水壷の分掃を耳元している.こりニ

つめ函を比べるビ，概観してωか、貰"E-大きさの大注。ヒころで降7K霊ij'{、争く

なっているこヒ獄、わかる.しかし，函 (a.)の下部中央荷重の上界流に封おし

た争壱の博7}<幹回 lb)1乙1ま見あたらない，計草して求めたω:!(使って水蒸矢

の耀越奮を草民して払ても J この地域では争警の謀長持 Jjf、起ったヒ推定それる.

それて子|ま J この地域にtついてなわれわれの討草したωの値町議っていたので

はないか.もしも ωが、正しいとすれば、J 凝結した水蘇気のラち降水にならな

(4B) 
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かった会はどうなったの芦ろラかといラ問題が起る.とこで leI"これらのこヒ

1こは江ち入らないが，間百の高平増蜜董冷曇E哉の分布を調ぺてみる~ .こ

の地主誌に対するそれらの偉!立国 (ι)の米国南京都の強い上界挺寵威主南じ植

を示し，柚の rの地域よ 1)もたきくなっている・?と Eえ1ず商 ω))ι初の地

魚 A，Bにつひて平場雪警はそれぞれ 8.!fI 8.5 I 華百数は 26a J 之宮1:¥.1_

降水沼敬!ま 111-E:b'よぴ、ケ自である.こうしてみるヒ J 向喜まにしている地曜

の金直流の討箪氷議リであったヒ lま}概にいえなくなる.月平喝のωの倍ヒ

月平喝雪量，あるいは費B教の向にある程度の相}品商様方である ιひラ可能桂

く4<J)

〆J予



， ，・』

険、

も培えられる.

以上二倒の ω1ま』いずれも実測注札?と水平風から連続方程式によって噂注

起したものë'，それ前温度場の季節 ~H包ヒ方、月平均E の夫異状態ヒかに無樹保

守 iまないこじを禾したわけである.た7ざし 3 よリ正櫨な罪E霊樹な蟻論をする

には，請に述べたよラド毎 s の ω を十タトに正確に求めるこ弘治~ I止撃抵ように

恵われる γ 粧つ 1て J まず次の時 ~'tま，襲測の水平風から ω を求める之ヒをヒ

リ誼ラこどにする.

3. 連続芳程式‘

，. . ， 

!c""'智-z島根来における輩続首程式ばJ 斡滞控援に対しては (2)式 J 水

建気に対しては (3)式のよヨ i乙害ける・ ー d 

÷A主t十豆込十昌広十組 =0Ya. d-t . ~~... a習 az (2) 

d. f'v. 凶 aV" -，. aW"抗
一一一一ー十一一十一一半一一=ー τ一 (3) 
ん μ d<<: a~' -alZ .Yv-

ここで fd.. 1 fv ¥まそれぞ札乾燥註録台よ rt水蒸長の怠農，仇は水薫賓とS首

相あるいは闘相!埼の韮挽奪下線結の場合は -m)O} 蒸猪の場合は悦~O ~あ・

るの宵式語e:X:-y-fO是標*1ζ 巷きかえるど

オん(ftt芽)十 V-V+3FzU L4} 

会ふ(ん3P)ャマ.¥V +努=-?? ( 5) 

ヒなるただ、しやは Yェヲrポテンシァ 1レJ マは等正面についての水平微分を

表わしている・ Mω から仰を減ずるし混合比 γ〈戸んIfd. )のみ

~tit を示すョ1:' (6)が嬉られる.

A乙吉~
d.t 1'4 

(6) 

乙れは帯カ掌勧告官。 4きいの商標ポ威主するかどうかにかかわらず減リ主つ蘭

保守あ石.

大掠:1ft'毒事力掌鈎な街りを量いを保たな〈なるのは s 栓めて稀なこヒでく-.

に dW/J，t <<g. ) ，普通1ま錦リ会ぃtJe慌たれてい石.ひま，この商株

9ゆ .-l一、

~1' =-T くゲJ

l1f減り・主ぢ嘗摂お守氷蒸気せE t;ん可~ ¥:" r.r ¥、 L従って j=ftl.)ど.f.ij宣すれ);t"J (l/.) 

(~D) 
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式より

'dW v. ¥Y +宮下~=o (8 ) 

官民、 1)主つ.すなわち1;-詳-/'l薩標束めを陶¥f註民をみれかぽ，上誌の4民

主主のもとでは形式街!こ非正格派体ヒみなすこと8てできる.

空気 1丹、水素質主令んでいるヒきく f= f>rL十fv-)F， 1'1 )くり式を用いて (4)1 

(5)丙式はまのように書き接えられる.

<<.1" ._...，ヨh 、
一一一つr 十 v.¥V十さ守 =0

/'ャT・tit ¥Y . d P ( r; ) 

/ d.γ '4ωー叫

?石平子了 J.b+ v. w +ヲ戸一一?F - LJG) 

‘ヒころで J 婁礁の畏象現象 ~lな y 未来買の有憶にかかわらずに久境の状態量

や謹輸の袈静からは昔漬歯な擾乱l:t除去して倉えてよいからJ げ〉去、も十分

の吐似て~ (8)弐ヒ同cになるはずである，縫って，マ-¥V )や弓ω/~p 1まJ!tfJ: 

くヒも('1)式第一項よりも 1;桁1立大差くならなければならない a たピえ It" ~ 

v. ¥V pr 10-6，ML-I程度なら d.r/ cLt 1:1せいぜ"L'/0-'1 ~C-I ¥:' 1 これは 0・36

'1-lゾI<a/仇の混金比袈.f~に担当する‘仮リ iご捷桂い 7ヰ，るヒころでこれぐらい

の J疑椅が怒った ι する ι~~6 "略抗/似の降氷量 ι なる.同雄 !ζ 'v~\V の大ささ

か 10-5"/.I..eC -1 dつ暗lこlま36m批1M の隅 E な弘通~'I 犬気のよ管に治いては 3.6

<yr /K~/仇の甜き大きな混令児暴必 1ま起り得なれの IF ，実換の降水量はこれ

よりずっ E少ないはずである.ちなみに E最大]時期降水量計 q;17慨を地、え

るのは 2 日本各地下辱尚!こ 40-:""，マ0'5ぐらいである .1 屯

話か少し横遁にそれた/ft.'t いわゆる遭織の方程式 (8)1ま.幣に厳リ主ってい

て、ど薄えてよい，従って・ t='面の ω く今後〈ω)pと表わすこ半にする〉は

、』れを積分して求めるこピ射でをる.

;-P~ ト

(ω)pー (ω)Ps=与一号4PIT:f UM  

== \P~ 'ÿ;~\V戸pdt 〈 hL Z tM} 
、.，. ;.:-

ここマ九は地主援庄司~'X.~. 習 ) :t の画書t "t'-ある.故にく/I) JÎ; を嘗~童すピ

_ u ゐ ‘

tω)p = v. 1.寸νq-:-.¥V，九''i1九十(ゅう九 ・、 ([之}

kなる.い;ま，晶表面1こま?庁る奮を若手字 sで義わす t}(ω)Ps ' 1玄坂ヨ需のよ

ラになる.

. Jo:. ~一一 i
勺 ・

、' 一円
♂・

(51) 
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4そ

(ω)fs = (多)s

=(35)s十 ¥Vs・(収zf)s十14(32)s (13 ) 

上吉丈ママz ば等霊奇麗歯におけ石濃草を蓋わしている.~て

Ws = ¥VpS ( f)$ =九，

また，車輪学的条件として地表面高麗を Htすれ iず

"UJS ~ ¥Vs. ¥7 H (/4) 

芝らに

刊=(む P)s+ (菩)$・刊

の商標iJi'あるから iこれらを用いると

icω)1¥ =芽 +均 時

ごれを (12)式に代入すると

l〈叫=vJ;hyvdけミ手
前毎られる.

(/5) ..J 

(I/，) 

く17

敬値積分によって〈ω)f"を求めると詮!こj ¥Vを炉から Ps まで積分してお

いて p その報散を苛箪レ，コせれー iこ現地底涯の ~4訟を加えればよい .υの式は

境桂島忠告あの挙4者宅E薄慮して事かれたものマめるから，時期に地表1iIl之浴う上

耳漏なピを誉f尊する松警はない.なお〈 ω)p，では(16)ポ語道L帯二項のな

かに地帯の都響か、告まれている，こ札|之対し J ~昏等疋面~被告主手足散を計事し

てからそれを金直に積分するやリ:trla< )等圧面ど地表面時わる ιζろで事 J
柄si'葬幣に厄介になる矢怠主主持っている.

われかれが態管観測資料を矛Hf!してく/り式から ωをき↑拝するこ之を培えよ

ラ.とめ場合英測風 wは， 地滑の都響J 地面簿操の帯響，擦の菊響な~)

あらゆる原因 lごよ，e)(員分包金んでい a から，軒葺主れた ω~J すぺ℃の原因

の総骨量ヲな櫨を表わしていて J これを凍周到!ご分離することはち注ない.ヒ

ミろC'J 現在，庚象解析の方で肉題になっているこヒのーつは， ωヮJ式可子宮t
草し1三ω方?寮してピのぐらい伎える jざろラかといヨ二ビちある.もしも正雄

な ω ずく/ケJ 者から得られるならぽ~ p = 0叫 b で、 ω宮 o~ならなけ札ぽな

らない.少な〈 ιも O例 b近傍"EIまωIま零l之主くならなければ、ならない.レ

かレなポら J 繋際の賓料~，苛講して;H.るヒなかなか零に主主くはならない.モ

( 52) 
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の穂困としてはJ 質調原Vの観測精良，観測時刻，沸i風気芸誌が訳札るi癒零 J

敦信積分く金貰方向の積仕方よぴ発散の苛草)の問題などが、若えられる.曹

養 1ま前にこれらのこどを枝詰 L 主力~J 議差の焦泊、らいえば，昔噂した ω をそ

のまま碇お、うビすれば，個々の樹i!'l志良重偵議論l主ゲ()O骨t.b以下，実性簡に

は 5"00 '7時b 程度 J 河平増ぐらいになるヒ定量的議論 J;J.タ"O() すしb 以下にl!Ii~す

るのか、報難である.また J 計事した ωを常正してJ 大誌上限?の物型的寵車

各件ヒ矛暫しないようにする 1i式を権葉しt:..これは，各島藍ちの量欠可能

濃差にJJt;~'てく/ケ) :式で苛箪し tωを棺正するヒいラ芳元に基づ、いている.す

なわち(1りまどで求めた植をくω骨 )p) 補正した櫨をくω)p ヒすれ l;t') 

，、 (ω)t = (ω骨 )t一 εCp)(ω勺炉=0 (18) 

千三よって ωを計革する.

，ラに与えられます.

εくp)0植は J 地面ポ IOOOm.bに泣い場金，度のよ

上の表にみられるように Lω吠〉ρ=0は， その <g/ 0/'0 tJ'{、ケ00勿t..bより上の

J度敬発散で浦正注札ることになリ ) '500抗 b以下ちは (J別式による補正量i主

語めて小さい. くω勺/"...oを;，棋に生気柱の扶鍍予を散で補耳とするヤリ方もめ

るが p そのときには下層の ωの補正最もかなリ λきくなってしまラ.誤差の

漉怠からいって，牧散の補正置は主管~大きくするの前寄当~，あろラ.英慌

に (18)吉町-r:;棺正しkω の時向的事Eイ弘主主東 aJjS.J二きさ で調べ、 it こビホ、ある力~' ，ω 

の羨イ包 k降水量，金安量，愛の書長さなど、ヒの向に|ま J 幣識的な煎株を認める

と哉、下詮}三.偉請はさらにタト国の資料についても調査し 9 また寄算方法の

味も行なっている前J 安朔風から ω主権定するこビは J 決して無事なこと

ちはない〈もちろん十分注意レて討箪するこピ旗、必要ちあるがn~芳元てや

る.

4.ω方程式

瀬主主主程式

3与十¥V.v'7一 f努=(ち3r-ω等)

十{~ ~ êl~ ー主主主乙'1 ~ ~11<. Vxτ 
¥ .PJ &1' dX o Pノ・ 'ep 

(53) 
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』 一-
d 

f. 

ヒa 繋カ聖堂芳程式

会(一芳)十 \V. マ(-~~) -iCw=寺舎 (20) 

から s いわゆる ω方程式加、導か Yしる.上式"F弓~ '7， 1/;， z， K.， g.は，そ

れぞれ相対満良3 絶対満度，等正面を濫してイカくストレス F 等圧商寄農 2 事F

蛾 (K=努-鳴旦);単位時間 1~'帥奮の聞に与えられる械を
表わす ..1/1を液線幽教とすればJω方程式、l:t

， 

v 2ω 十d示 -~主よ
?κ <3þ~ -1('[王寺¥V.v} ナ v"w ・ 7←;~)J 

=一条[寺(~誉一 ω3F)+会(号号- =~ ~~ )] 
一 ω v 2.μ~2 "ïjω ・マムχ一長会長以.V '1. 官〉
， 

.、‘

一淳子け Vl~ 十詑五五 v2 ( 1y -trz) 

~響くこヒ h\、ちをさる.

(Q.) 準地衡民主似

F、-

d 

く21) 

(ユ!)式1主非常にたく注んの噴を金んをいるか、，もとの荷量方程式ヒ熱力辛

方程式についてま略的な項声、 ITを害して ω方程式を作ったのが草地衡嵐近械

をした場告の ω.1こ商するまである.今犠乙の解を ωg と滞芋 gをつけて毒わ

す之どにする，また ω:J 1ご対民、する逮良 *'7 ンシア Jレを X~ ~患わす.すな

わち

警=-v"χ~ ( 2.2)へ
ひま)7}<平方向の代表情スケー}レお /ol.7J1，) 垂直方向の代表的スケー Jレが崎断

/000怖 D)時向の代表的スケー 1レポ/旨種差の張象!こ語目した場金にiまJ 第

零道L似は 7.1<平の風おや地衡風』金壷華麗はなし，第一注似の}画展方程宣言}立地衡

風によ 6地縮風満農の水平移瀧}乙 ωsによる岐伎に基づ、く地衡嵐漏農の最初).

嬉ー近似の蕪カ字方程式は地衛風!こよ Q温農場の水平帯夜ιω宮による抵音量

の象化(た芦、し~足農 lま境圧 p のみの曲歌〉で痕わ辻るこピ 1X7 ，スケー Jレア

十リシスの方からわかっている， EtTを事17はう

会 ¥12.ψ=J， (ψ3為) ( 23) 

f). (仇や)冒 O ( 2.4) 

(54) 
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去三P一九〈ψ，や， χ，) .' (25) 

ヒなり I~れぞれ画展方羅式( ~どが lま牧倭の噴官庁に商いる) )地帯雪原商標!

吉武，損事支T挙方程式〈覚書 1本金壷聾輸についてのみ用い:d) Iこあたる"-:こ守

百長(内-f v1.ψ)=0 < 26} 

ヒ祇更して位3)ヒ{，2却を結びつけるヒ χ，.Iζ陶するディアゲ 1スラ4‘Vタ t診

封筒)な背計特ら札る.このt・ω?についての微分方程式のタト方的な項は ψヒ

争 ~'tで表わきれている. (2ω宣言It，地借底近似を時嗣犠分 11>媛障までも践

1)立たせる条件であリ j この持票予報式 lまは3)r=:"1T ~なつでロスピー液だけ

官 表われ てくる.すなわち ωsは犠牲重力制温過する悦持っている . 

• -"ーなまT，外部董対設は ω方程式を僻〈ヒ巻 l之久援の下心温幕ちω=0ヒいラ事

耳干条.件まおくことによって除去する乙とができる.

草地衡鳳it似~求め?と』ニ界遺ま ωきはJ もとの或(，23) ) (25')からわかるよ

ラに，帯主かストレスの帯智1まはいっていない・ ω， 1立大混模拡種革dこ特障

した 'IT寧的上容違反ヒいってもよきE支うマあるーに?ざし，これi主主デ}レ 1)サ

ー今なE."の場合にいえるこ・とちあって J 安擦に根測されるやとか中友商いて

計惇し t ヒ ~I之は，ゅ。事き滴 4寵~~信特!こ蘇ヒか地帯ヒかストレスの楊警前

はいっているの守あるから，その意味ちは ωzのうちの何怖かはみやιcli
!とこれらの郁容によっているこヒ!こ怠る.

マl主， ω9の大きさほどのぐ、らいであるうか.前l二述ぺたように，盤閥系

ケ-}レJ 時両夫ケー lレ前 /000km..1 /000例 b1 15 韓麗 ~1霊弘の伝帯速長

と風車総間程度の現象者記述するヒき!こ第容証似 ~I立大捷の岳童蓮舗は馨元

僻戸くてもよい.そして第一近似守 ωg放表われてくる，従って， ω舎の文筆

iま

1000mb I 11-怖 b
「渇ー λ 7ox::- "It.crm. ， 

す宮オっち友特/(;;.仇/牌る程麗守あるこビがわかる. ωgを利南して水義援。

凝持皆を諦算しても』この程農のよ界斑にみあ 3よラなw-畳の降水濯しか掲1

4書"'f~きないわけちある.しかしな折、ら， ωs の分布ヒ降雨域持軍域の会帯封

かなり貰い対応をff:.すこヒ唱(:I われわれは今くの苧倒から柿ってい~.こ@

こヒIま，蕗抵究圧の運動ボI，実需!こ第一主似として嘩地街底的に起っている

とニ ιの陶喜助証明ぜわるヒいっても貴い宅あろラ.

<b>.準地衡車止似の精度を高める向題

(5古〉



今4貨，女平嵐の字書散をD，それに対先、した速度見守テンシァ lレをうどで車わす

こヒ lζ しよう.

D = V' ¥V =. VZ'X 

水平の..ヒして地衡鼠を甫ひるなら1;3:'，輔らかに非製散 D=O.ちある.

しかし， D の時向按~11 のまれすなわち提散方程式 l二 (24)賞守表わされ石地借

嵐の商標を代入して掠るピわかるように Dの時出張化的/拍 1立正確-1こは需二

¥ではない〈もちろん事宮近桜足しては噂左手県なすすf).そのために) z-減

分の運輸エネ Iレ宇一注意えるt.).それは初期碕 kしては庵ちあるが、J 吃の象

化傾耐許容?ないことになる.これl志，たとえ I~頃丘大捷の運輸について治

定る E よくわかること~ある 1J\'J ヱキ lレギー樵存の観焦からはまずいこヒち

ある? ;J 
~之苓 ，1JI 乙やの向にもう少し普い精度ーを "dD/a古 =0 0商保を砂たすよ

ラな鈎リもいを僚たせることお「奉えられ~.での向係諸E表わすの前，いがゆ
る釣合方程式乙苛lずれ-?ものをある.スケー lレγt1)シスによると』療事島近，

e 似の鈎令式部、地衡Jl¥.滴長め前株式，梼-lt.似の或は吃れ!こ (dlム3)t'2J (U" 

lJ$ ) の項を加えた鈎令苛程式マ) oP/o古 書 o (r~ l=" し第二近似以上で加

わる噴の帯響を楼主として令む〉ヒ払なすこピ m、1ききる.

準地街風並似の溝.を詰めていくには J このように針金方程式の精皇主主嘗

め.Q~ ~もに J 滑産方程式~，氷王手移語尾i二 X， の 4討を~地えたリ， ωgによミ5

・垂直穆瓶事の項を加え?と 1))襲カ手首程式ちも同様のことを埠誌に入札1三1)) 

接定農の蓑~b をお~î.てい〈ニヒ iニよって蓮滋涯才l る.このよラな場舎でもp

珪依度の詰まっ主 ωl丸精藍の轟まった瀬良方耳霊式乞熱カ単7J雇式を (26)式

のよラな商機"f結-ctつけて，ディアグノス?イ ¥'J'J 1之求めるね tt~) ~質栓藍

カ浪ヒか外海電カ波控除去した予報ーを4J1lう=弘前できる;/.~， 

Ii程式ヲ震の精皇室を苗め苔につれて Jω方程式!二は非前熱論東ヒかストレス別収

の 4おき~'はやってくる.しかし，それも前 l二選ぺたよう拡産向的時向常にか

なリ太きはスケー lレで芳l障されるものF はいるのち Jω 芳程式の俸は， ωg

よりも近似j費!主高い前』モの文君主主 11完!こ推定し1とω2の大差足民主はなv

まず~ある.

〈ι).7・IJミライデ方式

準地積鼠注似の精薫を遺戒めげ、てひ〈亡乙!こより』 ω方瀧式1主(2.1)式の移

・}二淑事!こ草~くなっていく.をして主-i>X鈎静式首に lま，ストレス!こ蕗因する ω』

熱源にも zザくωEいヨように令けて悲えることも也来る.しかし}方1:'省

令方程者の精度を上 lア""C.¥' <ヒ，付抑する項の丈き註が '#)1)1凶 と同程障に

(tj(，) 

~ー牛



設。和二ヒき，毛J泣申ヂィ?グ I^予 ~ty クな鈎リ会 Uの式ではなくなって，

アログ Jス亨..')'クな主主，す窓わち誰散方程式ヒなる.こうなると， r~ ヒえ

位向式の昔話商根在費って ωを求めてもロスピー波以外のまか、車わ九℃くゐ

こEになる.それちは J いっその之 ~7・リミチ 1~な~程式lt .lすなわち着

時しない運動方程式ヒ蕪jJ挙対程式記商いて予鞍す札ぽよいのをは電いか E

¥.' .5・とどになる.この乙 ~lこ lët ， U， V ~ωlまゆ〉百貨のよラ iζ連続首蒋式~

緯rt'つ庁ら札』普渡的なものは除去されている.たrし外笥霊力被告E除去し

ーないためには地上気圧;>$の時期袈品を表わす槻陶方程式1Ki芦撃ちあ 1)}件

鞠主力浪を溝温しよラヒ恵えぽ，予報方麗ヨ古来の色前長をーっ減らすこ~ポ

_\~撃になる.

J ムプリミテイプな芳程式""主主記のように準地荷風並似の精患を高めた故階

ヒして薄えるこ hこも~\注苔獄、 J 一首. I主Uめからずリミ予，j7・な1$程式蕉で

久援の技能~運輸の託誕J 予報悲しようヒする江鳴も渇克ら札吾.吃れは大

抵提教のな、かに i主事損害注似京地積風情な萄 1)告いでないようなスケ -1レのも

のbである首ろうレ J 晴雄主力浪など氷舟極的l乙輩零抵填薄氷あれ}宮， 1主Uめ

からプリミす 4 アな首農式軍事もめごと在寿え仕方町よい記する態農~ある.

これらは裳礁の現象の解析締援を管軍1二レ℃進め?と免許よいことはいうまで

もなひ.アリミヲイ 7"If式守1ま，民主かにいって患棋のメッシ阜の文句色注と

時尚ス手ップ以下の監問・時調スサー Jレ守非晴喜善初来~~トレスの久巻ミ!::2

'-iJl臨するこ ι 11可能~あろラ.その樟巣ヒして， ωのえをミ:)守合布地f ピうな

苔か，特 l之戸&叫仰似の場飢どのよヨ I~ "なってくるかはJ今

綾の課題Zして非事):::事事味ある乙こるである.

五・).せの怖の問題

可...- :k挺の生竃聾勤l:ttJ モーメンタム味文，鶴牧ま，氷蒸気A肱ま，エネ lレザー

の提4脅守警察す牧髄!ま，言寄り与では運動方程式，蕪11理方程式，混合比に商

する方程式 J エネルギーiJ程式1::おいて註性的k説唱するこ弘前ちをる .ν

かし，餐際酎向題主 Lて!まs これらの方濯買を置構薄えら Yレているような

aoo 1<抗施主のスケー Jレの微量略式で君えた乙をに，それよりもかさいスケ

ールの擾乱の務署 iJ¥rラなるかt.いうことを捜酋しなくてはならない.金車

運輸についていえば恥J 'h さいスケー Jレの ω ヒホ~いスケールの物理壷ヒの向

の粗腐の肉癒J 管費置を携元ていえr.r精勤職迭の向患である.もしも，熱ヒか

水薫設の場舎に絹肉於存在してくこれ l;t十分砦えられることであるが)J 満

輸輪迭の諦果~太詮なスケー 1レ{))Jt動!こ少なからぬ影響を与えているヒすれ
(S庁、



車二その指果患で徴主主帯三誌の!.f還式予震にはいるよヨにしておかなげれ;1ずならな

電子.やわゆる挨差法によって熱諌マストレスの歌植椿事?を童切に精なったと

守ilt.ぽ f その棒悪にi立，品、さいスケー lレの援強Jによる滴勤職迭の劫累i]'tiきま

れているはず守ある，帯主催僻析においてよく催載されるように p 水蒸気の旋

鯖毒患['t奇骨量として末、めた熱涯の轟~~' <. いちがう肉薄なピ1主，僻祈にお'j-

る時期エ}アールの問題 J かさいスケールの ωによる熟の渦動輪迭の肉離なr
ヒ鞠避して鎗克る法壊がある乙見書えている.

事 L静の側~示レ 1ミよラ lこ"J 熱方専の芳程式すなわち(/)式の右弘務ニ環

E事三墳のi語}ごは賓の祖廟}Jt'あるご包郎、今 l、.これなピl主J 以r)式から権主

主札るように熱諌 QIこ起因する垂童遺産 ω哉、-Q足並棒号iこなる傾角ぴ強ひ斗

凶れれぽある 織広説射をモラである，依って，久まか!こ t、え Id:")制
力寧Jr瀧当主!こ期する慣れ築課 Qを意義してjにきな4J書記用いてもJ 断熱ヒし

て ωg守室長のものを用いても，結果的に!な犬猿鮮ないのではないかヒいうの

対事浩の署員じである.しかしモーメンタムキ水患抵の職主主!こ lま3えをなω討鴎

与している〈モーメンタムについτ1念それでもなお運輸方程式内の相対歯え

をうさ~ひラ抵では他の項よけかをや〉ように港わ札る.

t挺象研究所〉

jJ 
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北大西洋におけ弓海と大気の

相互作用に関する線観的調査

J. 8 jerk7Jes S~吋泊:c Sωv-e;y~泌J;，. In:tvza必ぬサ

5此 MUiAかω句仏fVUZ. .-I/l'L 説.e.N日成 A:t1仰d:ic.門仰'/..tYUai.V ~ . 

G-eザ'tJ~ r仏.V~. 24. No・3，1962. 

要約

北大昔洋の表面氷湿の長期傾向1まI .500N J北北 ~lま ) 1890算特から/幻0

年代初期まで，アイスランド低気圧の強何ヒ平行して冷犯しJ その緩n40等

代初期まで J アイスヲ γ ド低境庄の弱イむとともに暖必した.

北方冷何の期向，JJt熱帯寄東庄の荷と北可FJ 多分，風ヒメ苛シコ海流の移

流ヒの増加によリノ港71<1ま暖化レ r~.北方冷花と海溝麗イヒは '5OONに沿ラ傾

圧度を増した.

この海の傾庄麗の増加は J 大気の傾圧麗を増0)極前線に沿ラサイグ U ジ

ネ予スめ工ネ}レギーを強イもし J アイスランド低気圧を攻婚に深めたに相冥な

い.

上記の北方冷犯の期向中 I 2 ~ 5与の躍脊のきを動が聾なっている.この費

動の最大張帽lまアイスヲン'r'ヒアゾーレスの中期にあ 1)I 備缶百主力て強〈弱)

-it:.する左海水1ま冷(醸〉佑レている.

断芹的事実によると，カナリヤ海流..*;赤遺海流台よ V~'ガリビア湛!ま貿易

{lポ強まると冷え J あるよ曽加年で熱を頃J~ す-sらしい.ごのような海のフィ

治問一ドパッグ作用 lま大気丈循環を強め方向の~化を長期犯するものと~わ

才1る.

北大面洋の水路孝的特柱についての

気象関係の説着lこ対する砦千の指針

第 i函}ま/テLf-J与 A• D吋樹'lI"によって公表された北大前洋の海面の蕗依

命布で J その主な特徴lま今も正しいど見られている，この函1主張い吹主主流の

すぐ下の地構流の近似櫨を表わすために示し?と.

嵐による q女王室寵は，寒暖7K の穆流にようて，海表面湛差)ご帝響する.~・2

図!こは，吹追求の推定をするためJ 長期平均の等正線を示し，まだ帯夜効果

くsタj
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h一一ー左手平均等圧線 ・・ H ・H ・-・等竿南港面等港線

一…・ー水面!こ志サ6藤冷穆誕の向@議幕
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を見るために，長期平増の等混嬢ヒ躍海間帯菰ーの最を示してある.

他の雷t帯ヒ嬉 3~ 4国は省略する.

A.γ イスラン r ーアずーレス断面~の海水湛の時向的来事t

第5国は I 27. S"Wに治って ，6/.'SOWから 37.5P/'Jまでの 4つの試駿海

域におI:t忍表面水葺の変動ヒ，ベストマネヤヒポシタ・デIレit-Y"の気圧bよ

びその差の~輸を，同じ時向スケー)1..-ぜ示してある.また p 長期傾向在晃や

すくするため，金前線について Iデ与の 2項式平滑をぷ線"E'警としてある.

第5函 アイスランドーアプレス磁の年々の渥水準皇の襲化.最上

段の曲線lまV助物ゆ免以勾叫 (l8SI辱以前iまS勾ゐゐ必ゐ仇の

i櫨で外持〉の海面提圧の年々の愛化，最下設の輸、犠lまHm:t為

TeQ併CLa.司 Vωwω""制作αIl- の海街気正の憂イιヒPon.:tao.e.e. -
炉da.の海面俊正の辱々の~~巳，

川一

J
一
μ

似
一

j
一
札
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~O-S.oCJNの備面風格可さは省爾*"fあ吾首I 500"， よリ脅マ 1ま棺淘1ま乏し

ミミ" i孔.5"h/のアイズラシ f'低気圧の中むでは，傍由蔵帯の偉よりふき¥.'1. 

ま3乙とれらの腐採の時商差1まJ 6/、P げ では/拝のおく札前みられるがJ

ーをの脅のニうではJ お〈ればない.

梼立表1こは I slぞンタ・ヂ1レ力。ゲの提庄ヒ各海域.の水温ビの栢蔚保教を禾し

たtp."7 相商ほかさく 2 符号はまちまちになってい石.

第之表

1) 

J 
第3京lごlま，問地歳の保正垂ヒ各海域の7.}(温ヒの相関係教を示す .o7，sTf/ 

主 52、$0/1/の水温 jま僑面風の強注ヒ大~fl'諸相肉を寄っ.

11 (JO~・ Ir2S

6人S

-。、31f.

婚 3 表

ぷ{.50
'" ~lま，相陶係『選立が J!、さく/'ここの水温1まアイスランド他是正の深

さには帯響注札ている〈嬉 I:義)のに，橋荷風め苦手響 i刻、さい(ごの意味lま

4撃で記す). 

5'ObN め騎 '(-1本橋碕嵐の強~l'.も蘭~が議い.

京に，長調長犯を請し?と京リについて，両地歳員正葺く楊面嵐の強~)ヒ

!ir溝若草の7K謡との担陶左求めるど 3 第斗去のよラになる.この場舎には F 金 J 
域ヒも z 僑両国ぷ強じ時に，オ〈湛JJi.'下リ J 52.501'1で最も栢商大. 一

第 4 表

.4'0・-'51) ~fJではノ長期傾向マは精商法議いが正<，:あるのに，短期棟向では

鳴るか.1亡妻;ø箱商ヒなってじるおで，この理由は 52 節~説4~れる.

(62) 
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B. 海水湿のを..jtのシ J プテ~ ''/クな味述

，. ;2 ~吉俸の矩期易量化

壊6.-12図および、説明の詳細を睡す.

第1'3函に I;-L海面境圧ヒ7K還とについて，低指数と霞指数のこつの増舎の

差を示してあ石.イ&・語4蓄数年の向での審7I<.温の景丈襲名量は/、 'JdCであり，

その場所の季節変化の殆んピ÷マある.したがって，姫語調束の上昇・下

降の向に 3 海水表替の熱戦支に著しい不均衡を生ずるにち f)i'¥，、ない.

水温 Tw-の年々のま花 lま，単位体積普リの表替えくの放射朱剰 Q-rの積尊 J

海から犬与えへの撮織と潜熱の供給 Qa.の積筆 3 海3誌による熱移統 Qひの穆輩

/勺告訴に等しい.もし J 表替7)<を，水準生年変化を持つ金智恵 Z。を意味する

糊をせぽ'z=Zo面を重じて垂車!之向う熱涜 QZoも事響する.これらを式で

苛ミすl!'."
yo飢 9. 戸an. y~on y飢rz!i!>. YeOJt 

ycjjd4tU=jQA-JQ&川 SQ~ d.t吋Q~ðcLt 
品一 .0 0 0 

辱 tt~をイじの大都分 l本 J . Zo = 300祝ヒしてよい.

7]<糧変化の叢大になる海域で，標準的年間の熱誰についての S凶劫ゅ-r~

の図を参照すると ，50" N 3S'oWの長について ，Qa.は Qγ と Qv- ~1ご.kっ

て相tまされること筑わかる.

きて 1 fftt ]I. -iJ\"強く吹くと f つめたい官官の海(第 2 国〉から冷キ~れた壁誌

が、来 J また去らには大陸からの冷泉於来るので J 気3昼丁ι も米議長圧eもかを5

くなる. した訳、って I Qa. ¥ま択のヨ誌によ IJ:増加する.

Qa = J< W [( e W- ー e) 十 O 、 b~(Tw-- Ta.) /o~o ] 

?ざし， Wlまli.~藍 3 その他lま蚤樽の託写用法によ石.

まf:"嬉 /3函から喜善指数与には位指数左手よリも J この海域では J 空誌は

定予北から流れることが、わかる.北からの空侵iま，南からの室長より争くの

蕪をとる.

攻fご Qザ =Q" (荒波入尉)- Qb (長波放射)

であリ sぬn.d..nupの3電車室式1まJ 雪量を cどするヒ，

Qt =仏(( - Q、083C ) 

また，門的句 の実離主主1まJ j又晦の平場審菱を一日としノ

Qi. = k it ( Iーo、0引 c.) 
であり，君の帯響iま，菅分率的l之j;;tQ iより Qbの方前大きいが 3 北栓の芸、

を除当主 J Qtの債は Q1より大tきいため，持場F 雲!ま Qγ を減らす.もし J
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官レ

慎 14間怯泳教停車、ら甚怠数与えの車場掻，~tの地構曇:&風(供品説中4おムaU.ø

ll.aJ記ιω命u1.) : …・….lt等専均等水準線.一一一民主増加するj争曜

拶流出の品薄線をjf;.す.

(64 ) 
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働者数尊から高指歌辱への気象変.ft.古~' I 北主面洋低境正時の聖曹を増加〈業

蕗震の増知によって，そうなると恵わ札る)~せるなら~ Ql'前誠リ，志議

1主下る.

'IJ..に Q砂と也容。の時期~4tどの相互存隔を磐克る.

務 1'1-園陸第2阻ヒ各わせてJ 畠指数になると Qv-iJ¥怒為帯戒を増す方向

に働くことを示す.ただし 1 ア〆リカ東海上をほおずかなポら sw の~圧)i{

~生 ~， ョ-t:r、'1 lf の NW 海域ちは SW)昆抗議く増加し I Ql1"1ま暖帯謙一を示

す.

イギリスの面接主~は J 偽指数から橋j誉教へ憂わる場4訟のストレスによる

抵員庄桂滞震の強い増加は，顕著な漕事選E効果色。を生じ r 海面を為、ぞすこ

」とになる.

欝 15・留に lま a 北大前洋港戒の最北各故~の地く濯を言動の特徴をf 試集 E し

て婁約した.時前 Xケー lレは示してないか¥， 2-5"辱農相のみを鼠している. 

.1::1こ珠海水温備侍ヒ橋荷風の強さの骨骨の翼栢寓を示し，下には Qι の豪.(t1

l::: Q.v- の~犯の仮定曲様ヒを示しである.

由沙の櫨iま樺7膏買の強.ftl之党員るして婚し p その棋大は備海底の極大より幾

らか重量nる.このまTく止の時南の紺半令の併で， Qサ IまQat:等しく持号訴

遣をになリ) ~毎氷湛の時間枇告は O にな忍であろラ.この待果，第 15 国のよ

ヨに，海水温は非常に短いおくれを，傍荷風の僑僑lこ縫う.このま?くれはノ

捧5鴎ではわからない.

tiOON 350\111 前遣の栴跨嵐の中~の水面の熱平衛

Wo判n.a.!

A加机a.Iγofneth!~-f: Supply..，. 
by q.υ11 Stl"eo:m S'ystem ↑ 

何i札

一山一 0-

¥よ
? 
1可-1m.

事f5図 350Wにお、lナる北大昔洋光の最北格好峡の7.1<il立の平年の

年々の熱平衡の愛動
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第18函 Is94-?8'年ヒ f!f20-24与の商の究E場と海水湛喝の変花.

;み

(b6) 



2..長期傾向. (第 16)鳴1'1函iま略す.)

嬉 r~ 商 1亡は ， 181 4. - 18?3の宮差手間(低指敬〉から 1't20-19之容;齢、
5年商〈高指数〉への長圧ビ7{<，音量ヒの蜜砲を示す.大面洋の儒面l!lの重量t包と

対応する海水湿の上界;b¥'，まっ湿り京をされて1♂る.

第 f守闘では同期尚の3是正風ヒ当事水音量の平均値ヒを示し，これらニゥの麗ー

から J アソ、、ーレス務提庄の南北とも，長期;rK混長4包は変圧麗によ~潜水等濫

識の事械によって期待tされる亀リに-lわるこピポわかる，これが， 4Q"'N'-

50・tV~矩期~必ヒ嬰なる(嬉 J. :3長}壇歯である.

/デ又0-/デえIf. 年以犠，アイスラン F~偽境廷の襲Jιはアイスラン F 海の恭

混在 11J70年代の耳震かさにもど、し，蕗緯!J{の犬要えに広沢な暖犯をもたらした，

れについてぽ It:t.s'f拝にす?に製表したのち，こご -r:.繰り退色ない.

C.港洋から大気へのヲィ-r 1{''1ヲ

帯詳の碩H:.8tの増加はp 官動的に J 蓄積大僚の傾足農を婚しJ 詩寵!こよう

て表簡と交換する金層に，そ札がお及ん宅行く.

衛画風待の4嚢底震の増加 iま，鉛章シァーと薗界歯マの商臆速度の叢大老噂

加す-9.それは，上部持者責簡の運動工ネ 1レギーが佑批正柱擾誌の中 iご有按!こ

費&取られ忍ようにする.繍涯欄構お、グランドバンクから申郁夫脅祥へ著効

にびるずるに咲って I アイスラシド低質圧1主深まることになる，これ~'J

J宇之0年代、以前の傾耐である.

7イスランド佑魔涯の精度前韓却す弓と J エクマン流iま友替水を繕散注せ)

つめたい源氷ポ表面に上帯する.これポ I 6/、50'"の考書 l奈の栢撫の探皆'"f

b)る‘ここでは備画風は弱いのてFp その癒響はかきくなるこどは，第 3)誌の

d ヒ台りである. アイスラ叫唱の中，じ‘にa;ける氷奮の熱零街
戦機w Icelo;n.d. 10"" weak 吉t"(01t宮 weQ.k 

yea.y 18';'0 1'l20 .1'740 

$ea temper.ιture 
a，t cente，.. o1.!ovl 

Anu情晶Jyaf 
cooli官母ι'\"~te

No，..m叫
A加 1M-lyc>f 

YI~γ鳩山宮'To:t邑

Upwelling 
lγ )ltì~eT cu't")'Q'IIt 

問1礼;
門in 現

，.，
a
 

M
 

e
似M

H
 

第20函 アイ又ランド低気圧t\t/\1栓遣I~$Iナる鱒平街としての海水温の差しひま識を毒曹をヂル

(67) 



第 20函には I 6/、50Nマ特表される，アイスラシ T'佑気圧の中心、の海水

温のき長イむと，それの康国ヒなる熱戦支のニつの要素〈溝界誠元によ否冷イιQzo

ヒイ lレミンJt'ー海鼠による援移請tQ.v) の変化ヒを示してある，

メキシコ湾流から伝わるイ}レミンかー海百誌でのQ;サの愛兆l主，おくれ伏文

色くはるの ~J その極権!ま大捷循環の極櫨よリ 2 -3 'fまfくらせてある，

海水還の極櫨1まノ Qzoの砲櫨ヒ Qv.の極植の間に，s;gはずで J アイスラン

ドの気圧 ~fu ょ日 I -2年あ、くれるこιlま，第 E図電子も見られる.

嫁期長イιて5の海斧一大気フィードパ、γケ!ま I 40-S001、Jの}緯麗帯1ぎの海洋

横正良の~勤を、経て行なわ九る.理由 iま長期変1t ヒ同じだが，海域の形は事

13函ヒ滞 /8閣の粗巽がある.

貿易風帯ちの海洋フィード、内クについては，決のよラ lごれる.すな;J
ち Qq，を貿易'&域の面積Aて?積骨し，

A A 

jωA = J kW [c eパ)十 O.olf..同一五)J /0云dA

賀署風の叢犬は帰画風叢大ヒ同時に趣り I k 1ま常教と板~足れるが，.速
によって幾らかきEむる. ( elu -e )と (Tw--Ta.) ~Iま J Wy仇¢免-Wood.-

cOl)k (1 '146) の採測によると，_w主賓棺商ポある，した1ft'って， Qらの積

骨の時肉~イ包 1ま殆んど O に慌たれる，

J.門cdk u.s (/960)は U-bし叢初平衡していた熱帯海洋のヱネ lレマー収

支マ〆議事告熱を IO/d増すと J 200 mの潜水層カヤJ 50ヰの向に， 30C冷える.

熱帯海上の蒸予をの測定をどこでも r%の精長て?行広ラこピlま，望み4警ない.

だから，気候蓑必の箪定も望みない" ヒ警告してし、石.した却って，質事

嵐帯からのフィードパックについては，立のよラに板史的に室えるだけちあ----，

る. 、幽際

大姉丈循環の霊勤ヱネ}レギー増加の傾向!才p 貿易風帯で海から大矢へ与Z

ら札る熱工ネ 1レザーの増加を示すだdう.もしでうなら，犬矢の得る工ネル

ギーの増加(満、Jか)と J 大循壊の強化(襲菊)ヒ l丸賀高風の増強〈減少〉

によって声きるだろう.こラレて J 大気循環昔、，せ札自身の海洋熱の噴ユ甑をコ

ント rr-)レするこビにより J 古体の世界働tldがりでの工ネ lレギー表示にまf

け石正か漬かの変犯を続It石か J どうか J をはっきりさせ得る.

海洋一大気フィードパ、ツグによる箆候菱舶の J 地主k、全体としての見地1本J

~ it¥'て J 気候の丸陣ゴントロー Jレについての精査されJ 試雇告された恵想!こよ

って，補、足されるであろう.
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結論

大気椅壊の時甫的，空尚1的援動じでれにより主主る海産温度のさを私と1ま，

今くの明白な因果寓犠を詩っこピポ示され?で.しかし，一つの傾向の続く婦

向、やノモの反転を決め石ものが何か J の向題については寺)Jぞかりも域い・

技能の複雑セ}ま主として大買によるに組翼はい.何故なら I jζ主主掻乱は宝島

く，進くまで動註，全半喋から--たとえば3 上A蕃面嵐の長波の配置を設定

苔こヒゼ=大西洋の婚に害事響し得るからちあ之5.

半球的反さの緯観的語替究象の資料配加えられた戦犠の J 浩子ヒ大気の桔歪

作用の童続した尉究1ま，将来の可能牲を期婚させてくれる.

〈鯛史地方気象住 脊膿博英〉

人工衛星観測によ石大気窓度と太陽活動

「太欝活動農の夜勤前大気l之嶺響を:l;，)r:::.らしているJ 乞いわ才してじるがJ

その茸粋冷支nまに説得Jむがない辻ひか必ずしも信用注札てはいな¥..'.モこで，

一例ヒして有爆をいわさず(?) 信用をせる結束を紹介レょう.

人工衛璽1主軌董におって地球の

まわりを困転してい奇前， 1在地史家

で!主主気主主坑のために回転周期 iJ..，¥

誠、少する.モの副会を測史すれlず

衛星にはたらく執抗ガかむかリ》が

いては宝探藍度於わかる，このl京

協哩から S凶仏法 2の執遁のを花

は 100"" /5-0 71ばtω上空の艦長変

砲を示している.それをみる ~27

Eご‘ビ|こ程度ポ増加している.ご

札l立太帯の宮転周期ヒ同じマ柱栢

も金っている.与をして J 太陽爆発

400m辺ω

4E1 

一_J_

13百

Nov. 1'I6D年

24E1 

ずあるピ空気強度 tfi、、増加する.上回 iま8個の衛星から夏め-R::平喝座長宅，徴

税矛放射か、急増すると強農水、増加している.

〈親会}
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熱帯の成層圏風の変動

R.G;， VERYARO.l B.5c and R.A.EBDON : Fkぬt.a:b.初凶.im.TJl中4伺 t
Sあa為-5-1'北IVUC f..iム必.門~.門"1'-門~ l'1bl. Wo.l0bιぬ1.90，pp125-t4， 

要約

束謹から北緯 30長かきんまでの熱帯地域の減嘩酉の嵐の東面成分iご 23

ないし 2ヲヶ耳の周期前あ.Qこと対わかった.南緯 30産までにこの周期が

あるかどうかは簡半球熱帯地域の上菅観測前不買5分館おコぼ i玄関横r..t績向を

示してい石ィこのよラな涯勤l主意謹ふきんの関口高度マ拾んど同時に起って

い石札 25ゆと ωゅの附蕗脅から 腕時ないし仇廷のゆ必んよJ
訓、あるらしい.藍動の幡は事~ヒともに増す~')極に商って満、少Lている.

たピえ j;f'J 2ヶ耳の移動平均をとるとクりスマズ島〈北緯 2度)マ!ま 60mb

マ 30ノvト) 30悦 b下ヴo) ''1トマあるhi')サシジユアンぐ北緯J8}筆28

4旨〉官 lま 60骨ゆで 10j、γトI 30 ・mTマ/5")、yトドなって t'，Q .風速

増ヒ慣湛場の肉保)~ついては) I世撃な摂湿のデーター樹齢不充分マ不礎実なた

めp はっきリしない -J$')カントン毎の犠測によるヒ揖風の時!主葉風の跨より

も喬湿になっているらしい.このような躍替菌の表識がJ 対流圏にのぴ‘てV

.Qかどラかはっ詮りした締来1ま樽られなかった.

水道胤辱閣の蕗

クリヌマズ高 (02匂 0'''' ~ /!i7O.23'W)とだントン島〈 OZ0442M，J7f・'4J'w)

の成再華麗の風のきを勤についての最初のレポートモ， ζ の.~勤 lま世JJ.ヒ京戒め

部4トを会んちおり，嵐の変イヒlま毎日の観測がらは明らかで，長期南の平均を〆ヘ

主ると~ Q1!: U¥'あらわれなくなる Kいラ ζ ヒを韮ぺた.乙れiま赤道草Lくの蕎唇""

概説H(rでのこヒ7f.，蕪帯地域の大規填 tt~勤 i主張嵐乙語麗の酒uヒと同様に，

強い庶嵐ヒ語い葉風といヨような減帯麗の罵の晴虫歯成分の長動からなりたっ

ている.ぎた左手itAむtたとえば 12ケ耳の移動平均を用いて〕を除がないし

その商摘はみつ庁られないかも知れない.

嬉1長に /'15'1/..辱から 191:;-'8年までのカントン畠の成層圏の鼠輩成分仁義

離Jをp 棒1函にせの 30) ~O J $-0 > 6 0 I 宮O叫 b の /2ヶ耳移動平

掬の風の素面蹴令の袈~曲線を示した.事 3 国ど第今国 Iますーイロピ ( 01'" 18) 

.s I <36・*5'E) の 601 80 mJ， I シン tt'~-1レ (o{02.0'tJ" /0$0 !:tiJ' E)の

ω，O{)Oブ-i-卜〈約 65'快b) の同操草書tA包曲線¥:'ある〈商加害). 一蒐して

〈ワ0)
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とれらの曲線はよく一致している.

蘇遥に主主いこれら争観測折の変動の一様桂を示すヒ，第E圏のグリスマス

島ピカシトン毎のd""dmb の曲線，嬉6図のク 9ス・マス毎 J カントン島，テ

ペロほの 6()叫 b) シン"/1"Jt!'-/レの μ，000フィート (6$"-明，b)の曲線lまー致

している.務マ閣にlまクリスマス聾J カントン盤，チ4・1"ロピの宮0.'1九bの曲

織を示す.澗用-c:'きる犠測の数、わレゴードの長注意f犠潤断lごより遣うaぅ第

E図。ら察庁国の前線はゐピろ<}まピ一致している.成層圏の鳳の寮画戎舎

はおないレ 27ヶ耳の周期'"f'蜜ってbリJ この張言動は赤主主主主くの問U替をE

でば同時!とあ、こっている.
J‘vν1ト、

4柑ot-廿門r"r門'r， ii' ii '1 Il~下哨寸T" I i' i 'I 寸

朱却4F~M'「ミ、史)f.〆"，，'--""-， v~.'タ，V-、畦{

o 
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軍い鄭砲のレコードマ 1ま，たヒえば‘ Q-Q:n.( o，o 4f' S ~ 73・IO'c)I I~Y ヂ・

ーターのみが5fJI用できるG-u.a.苦ばt(20 11' SJ '19・!)2.'W ) の賓料，来鐘

お の En.t:T..A-&ιC00 03'S，.32・27'E)， Ike~ (t>6" 3!i'IIJ 03".20'E)， 

官民信f..e(oiroo'';)， 31)."!i3'w)Jトラvク魯 (1fT 27' '" J 15"/0$"0' E)の事終

1主いずれも上誌の変動を示してい石.

トラ、ァク轟の !:io例 .bの曲線は第e図に添すよラにグリスマズ嘗I 力シト

ン毎のもの ιよく一致している( 1:之ヶ H移動平均するど)蓑勤の婚は

朱遣さから最もはなれ?とトヲ v タ島~ 2.0 ないし 25 ノ v ト ~J ケO 伽b 蕗~

Tま緯度 l皮について約 3ノットの事訓告で減少していることは注目さ才t.G.犠

潤所ゴピの月平均東西嵐官長告の対IA.¥を調ぺるために指向係敬を討3算した. lf:. 

包の締果l主

クりスマス畠ヒガントン島の 5'O?n-bのす。ータ-e'1ま O.?'7
グリスマス隼巳ナイロピの h()掃 bのず、ーターでは 0.911-

グリスマス S撃の 60mb ヒシンt?~ールの/ヶ耳綾の μ'， 000 フィートのデー

タ--c.:olま 0.76

ナイロピの 60?4Tどシン71'ポー iレの jヶ月後の 60，0007ィートのヂーヂー

守i主0.8:0

1本じめのレポードでクリスマス島をは成瞥置の轟麿とイ血管のぎを輸にはT-A叫£

ム昔前あリ， その事長幡は膏層からf也管えむかつて減少す忍ことを示した.

こ丸i主藤 1，搭 2)第3 図に不注れている~'). 12ケ高移動平喝したためにゾ・

各々の場舎に援幅i主減少している.iJントン毎ιクリスマス毎のずーターに

よると海昏ヒ拡替の藍必の山ヒ谷の向の平喝の時!埼差iま20例 b乞 3D?九b の

尚で之ケ FJ) 4.0 ?兎bヒ 5"0郁 bの陶で/ヶ毘半I 50椛 b主6.0-m.h) 60 ~t.b 

」左ヲOmb) ゲO叫 b~ 80ゅの肉時 lヶj:J，すなわちはmO敢につい

て鈎/今月のおくれが、ある.ナイロぜの 60明 bヒ宮O明 bのデーターもこJ1.

ι一致.(，.ている.

同棋にく 12ケ耳帯勤平喝した)蓑動の悔は 30ゆちは 'TOJ'yトI 4D 
仇 bでIj"/;0 J ，."1 ~'， 50 -m:b ~ t主 L;.~- ) ''1ト1 60mh ~Iま 3ð" ) 'Yトに減

少している.すなわち I1<叫の轟註 lごつ註 /0Iツトの輔舎で減少している，

tr シトン鋳の毎E の月平増イ歯'(f示き札るように，質問駐の4震幅 l立 3D渦þ~は

/00 lγ トがそ北以と I 40幼bて;;-1ま 90) 'YトJ 5"O?n.b"(デiまケ!>'''''ト，

60叫bでは I.sノサトに減、少している，場l7臨からこのま輸の T-AO-処帯

糧lまナイーはピ冷~リスマス畠の 'iJ'O m/J ë' 1å:弟んど同む ~Jt'J~喝して街 f>J

''! r-の尻竜差 tある〈頼者i:')E，画風を真ヒ玄).ナ-{t1l:!"の平均成は事地

(ケ3)



クリスマス語マ lま予転用ヒ画風の向を蚤輸してい~こヒ iJてわかる.

もっと正確に変動の周期の草越、債を決めるためはノ んユ 3，---う九

!r 自の時I荷主くれの~芭栢商標敬を) 'lJ >-トン島の $"0仙の/ヱヶ耳移動平

均舗を用いて計算した.この結果lさ o.仰のム号∞切e.fl4i.仇をもっ之る

ナEの竿穂、周期を示した.

熱帯の成層圏の風

域管閣の風の畳言動t丹、永主主の;;1-tピl哲にどの糧農ひろがっているかをみる長め

);Z Fμ。n.のはじめのレポートマi主熱帯地輔のユ， 3の観測データーが調べ

られたよここでは 20ヶMrのずータ-tJ'i'調ぺ b札?とが，今くの時各に特に;fF.

還の南側ちは J レコードlよ和市いかノ仰い l主観測減、川れた.しJJ".)
しし 3 の捜部子~グーは効果働~あった.レゴ- ~"の姪い 40mb ~弘主の昏

を除いてフ。エ!レトリコのサンう〉アン (/802'd'N) /，6007'W) のヂータ

ーは暗に重くて，ノタ5"6年以前の等藩農商のずーターを 1956年以後の等正

面のデーターと結ぴ、つ庁ること許可さをた.ミこでは上層Eまの藩しい拝援犯の

ため 12ヶij移動平4却を用いる 1弘、裳釘あリ j 20) 25") 3D J 40哨 bh.2伽 J

!Fo悦 hI201<m.) 60前 o/.2CJ/(押'/. I 8'0明いれぞ祝 の京極成分のヂー伊』を第?関

l~ 示す.

部主主で孝弘兎"'z;:れたのと商じよラな商期務、サンジ、エアンで、も観測されておりJ

4長帳はやや小包い. /之ケ足移動平増で l主張動の植は 30明 bで /5) 'Yト2

1:. 0 骨~b マ lま 10 J 'yト1ご減少してい石，高菅から品管えむJi'って p品a冷.e

.i，a.<j- 令あるがp その山ヒ込町平らかなkめ J この酋線から正様!こ攻めるこ

どは~~きない;h't') / 2ヶ目移動平均し?と摘々の憧から 30から 40仇 bまちは

2ヶJJ..4Dから 60励までは 3ヶ耳 1 (， 0 から 'ifO 明b まて~ )ま 2ヶ耳の j

;b'てれが、ある.大体 Ik況について、柑/ヶ月のお〈れがfある.棒?図では底、皆

勤の周期Iま 2之から 2<;ヶ月にかけて長犯しておリ) ha-ω切るふ砂-rz，(そ

の係数!本 o.'13 )は 50例 bではユ3ケ克の草越周期を禾している.

サングェアンめよラ 1之子、、ーターは争くはないおでJ ACU!m. ( 12 o tj..'1 ， NJ L;.会。02'

E).. K~例( ld036' N) 32.0 33' E).1 B~ゐ( 260/6' /11， 5"0。

3ケJ E: ).J M a.A;ta. ( 350!i"O I ̂ん 140 27' E)なピの bO明 bの業荷成長?のヂ

『ゲーポあリ J ナイロピのものιー織に第 /0閣に示す. I cr 5"4-与から/ヂifi7

主手にかけて ßabz.ω~ ~I主JJ:動計みられ透過~\ I その後年にははっきりしない.

胞の犠測所マ lま変動1立同じ碕さでは文体同社栢であるが、r 恭輩から離札る

ほど議嘱1まJトミきくな石.すなわおナイロピでは ω例 bで 28'ノット，アデシ

(ワ4)
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丸御

ペ戸大土に二二地二二寸
東:「¥ へのf¥¥

M~ /、、、」

東 /¥i
O~ I 、-1

i ナ4ロピ/ ¥/  

-/(1← /オ

画一jAJus-usuムl.u.L.LJ...U.ムωi…U..L.'-J.ιlム…工w...u..lu.J.u.J山，...dム山山山j
vmrDec. 才師;-118c・ 5制汗ec. Jj問アDet. JQ.7l，-DDC. J47!;-Pec. Ja.n:-Dec. 
IfS4 守5"5"守主活 ，~S7 1958 I<fS'I 1960 

嬉10函 bO'11tbの東画風成分の 12庁月移動平均

では 201、yト， K-A-iVtおU怖をは 1/ ) ''1トである.jff-、董がら灘札るほど、風

速の誠少1ま犬きく J 平増してJ 鱒麗 f産につ是/)ットぜある . 60胡 bのデ

}ターのあるマ Iレグヒらル叫匂 (5"1"05"'tJ J 00<> /3' W )では変動はなかっ

た.前に過ミペたようにま勤の久~注 11.需をヒビもに増矢する.従って北方の

〆観測所で Ij;より語い層できを勤をぶつけるこヒ S町、できるだろうポノこのデータ

噂僻ーは不託会であった.

この)主力、に HよLa-( IroLt.4.''''.J I!i"!i・04I W )の ~O ~ s-O I 60， 80 

例 bの曲線を嬉 If函にノ Ja必~ ( 3002()t N) 8/12Lt../J W) の

30 J f!..o， 5v例 .17 の歯線を第/之図に万戸す，嬉 /I J Iよ図にサンジェ

アンの同じ轟さの曲線をのせてわる.犬体同緯島i)::あるヒI!k:サンデヱアン

のカーずは一致するが、， ゴ~ の場合!ま対~，する菱簡がないこと

は注目される.これらの象化曲線は捧 10図に示すよラに同U歯弘の商掃を

示してあ、リ J 無差から偉丸ると振幅!ま減少し J 太体北緯 30fJ.~をえている.

JμMmuパヱh の 30J ぷ0， !iO η'/.-hのj]ープ!主熱帯の襲警青ヒ君主位相の商4阜、
を示しているがJ モオLをたしかめるには賓料JR，'Iかなく s 今エックをするに雌

(7tn 
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γャクソン7(1レ(繋縛J民守シγ'3."1ンの京晴嵐

威令の 12.ヶE帯輸平噌

サンγ，..アンの曲線を'ttâるために ， 30叫b~40

1!&b~ r.t ISJ甲ト .511帽b~はIOI'Yトさしかいた.

第 1之図

要な他の中緯長，詩緯度のデーターもない.騰 IIJ.・図の総長の差 S度以内のサン

ジ::t.アシ ~"K~岬t の 60.. ゅのお -7'‘広一致している，こ北lま$蓮泣くの観

〆〆
-← ‘ 

け8)

包飯川



澗ヂー.Ijーで涼aれたよラに，同U緯度冨官は，聾輸は殆んピ問時}ご舞って

いるという二ヒ在来している.ザシデュアン~ Kt“おtJAfL弘の (12具rI!.捗

勘平喝の〉ヂーサーの栢商梼敬ぽ ().6テマある，

，噌F
2.0 r~::.J.士一T門汁γ竹村門吋判勺寸TTTT門竹副作竹T-rTf'T廿枠制

'で~¥ k込山おu勧 -~.... .......・........ 
¥?¥ 、下-----シ戸ーヘー7・・与ー'

鳴を ー…・サン，'ia.アン h 

d l....Lム岨&..IO.t..I.ω ・-パ II・r，I I・J....w..仏μ..J..J.ょJ...U..J..l.iι.L.'.
2制.-Tt!lC・ 五九-Pec. 才師.-Pet. .r.佃.-Det:，"56 守S'l I ft8. "5'1'← 

第 14函 60ゅの東画風成令の 12ヶ月報事前平坦

知上!こむたことはぬぬぬ以32."5"1/.''''， 80.0()2.' W) I y';;rンヌトン毎

( I~ ・ '1-5'"1 16'r 3ど W)の短いデータ-""e-も襲つ輸すら札ている.また文ー

ストラリヤの熱帯士宮城の轟啓櫨測はこの喪勤前南緯 2D 度以前~起ってUる

こヒを示しでいる.

第 九 15'， 4. J r 商からカーントン毎の ~07九11 ， シ-:;jfmo_1レの 60.000刃

ート J サンヲ=ι7ンの 40). 5-0) 60 ) 宮O?nb のヂーターによるt:すべ

て議lt~1ま差勤の振幅力、、JトミE くなっ tいる.この褒~r.は~分甫に製英~れ?と

砲の麗寓のようにみかけ主のもので J それが今犠続くかピラ者、は饗味部、ある

であろう.

南北成分

両替圃の嵐の衆面域分!こ予告魁芝札に著しい反動ヒ雨量してp 商兆成身も調

ペ1こ.まず第一に街地成分は}般に非常!二)J、主いがく暗に末義付近では)，

f 篭謝併によってま輸が実なってじる.カシトン畠ヒサンデユアンのい~ ¥j'る

糊も蕗Jt.の高平場南北成長?の告芭棋肉保殺を調ぺjとが束面成分と対応した袋詰

はなかっ 1ミ.

~混之の関係

はじめのレポートマ中部先平非1"1まケ0."ゅの嵐か、東か情か写生O'17f.Tの華麗

i二わずかの差があるこヒを示した.13シトン書の 5"0偽 b録湿の 12ヶ耳穆勤

.ql喝には明らかに 21/.ないし 28ヶEの周期tJrある a この長音量農地の模議1丈

サンデユアンの南~C' "Æ~ 曲線ヒ，拳拳まをに均ントン島の初ゅの東西蟻舎

の f ユヶ毘帯勤~噌ととも!之鱒 1 '5 簡に尽してあ石.

Ifントン蒔の挺温ヒ鳳との肇花 1こは I11¥' l.J 2ヶ揮の柱組差btあり J サシ

('7'.~ 
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/1鉢 19S5 l'It"/. I借す )958 19$テ

帯 15函 カントン島の ~Oゅう需湛〔繋縛) I S'D11lP乗画風践を子(...・ H ・，..)， 

サシジ込アンの，，0的提議く一四時うのほヶ月移動平均

~'"ョアシ lごははっ詮リした蓑輸がない〔カシトン告書ヒ反対住粗の藷 L、最勤ポ

あるもよわ. ガシトシ島の宮oI 60) 4.0 J 30仙の砲の威帯圏蕎v
の議遭いも 26 ヶ周の周期獄、ある.~輸の拡幅改 12 ヶ E 移動平喝をとる~，

上:i11亡減砂して訟り; 8'0御ltで 3......4・j 30明 b守/、よ--2.5・J 読議長犯ヒ

風速蜜.f15 ヒの降雨差!まと方}之緯加してあ、り 'lO叫þ~ I '" 2ヶ毘 )30怖 bで紺

ケヶ~~なっている(帯 I I貰を亮よ).員湛蓑4包ピE毘章表4也ヒの向!之蕗ミ;:1ご

よって，その時商震が、増加しているのマ，雄々の奇麗'Tfl之ケ耳移動平喝の

境;灘の建をヒってみる ι くたヒえlま犠 16 函の 11 ープで示~れる 30例b ~80 

例 bの遣のように)~垂直方向の錆湛硬度 t:: も変動方fあるこヒ却、わかった.

。C ・T・門ヤrrr'T'"l"T'rTT廿作門判明・・1吋判目T門"'-r'吋TT.'t~"lT，...，..，.t'判明1

・ 2S"トーー~ー一一--\ 1 
:u>ト

}s Ll..I....L..μ~l...L....L..J.ム.t..1..田山叫ムLムυムL1，.I..ιl.J...I.J.，W.μ l..J..lJ..w..J..ムUム以
Z肌 -pec， JI肌 :-Dec. JI朗，-Dec. Jan.-Da. ふ同・Dec.
(?~~ 19~õ If56 /1主グ l'1ts 

構16国 カシトン島の 30明b~80mÞ 慢蓄をの 12"買移動辛喝の主主

ナイロぜ，アデン I K伽お机，叫仰の/附与7高から 1'160与/ミJ
Eまでの 1>0仇 b見湿・の 12ヶ月移動平均を嬉 17閣にJ示す.これら町点の泉

混曲線はよく似ているが，60叫 b の東西風戒令で発晃きれ?と間期ビl主同じで

ないこ~b"注目される.

カントン毎 k昆較で量る践者圏め風中挺湿のデーターのあるホ蓮近くの上

.唇瓶測前iJfない.グリスマス毎の長湛のデーターは冷平壌わしいがJ カント

ン島ヒ一致している.しかしナイロピではそう7fないので r 恭道地域の東面

成分の度識と商塞して，成梧直め東港町袈輸するかピラかヒいう履肉に lま今

1主事えられない.赤道冷禁事地域の sOJ (，o悦 bの謡農の/ユヶ買穆諦平均

を調べ~tr，ユ3ないし 2'1ケ商の周期柱はなかった.これから楳帯成層圏

(80) 

~...::::訟』山品山



の嵐ヒ繁混と章奇麗 kこの商標を調べるにはもっと正虚な，一議定書ル老齢<0星島

南にわたるずーターが、商いられない酸リ効果があおfらない 官ろラー

四 471PUX3汁叶円「門寸....，....，...ii"'"T門働叶勺

+，.，，_ 8~ 

-61ト「xxd
ーケlいj Yf"，:/ -"  

ー'l.'J 〉ミ示、~
K和泊糊 「

-サ伊W亨んLL」』」.

」
すイロピ

2芯f/O官r冒官 Jo.71.-Vec. JIt7t.-Dec. 
r'iss 1'I!i'I 1"6。

事17図 5Dmb境湿の(2.ヶ月移動平均

対流圏

熱帯)或層圏り声までみつけられたよラな変動獄、対話E閣の風にもあるかrラが

は ) E~cLon のはじめのレポートマ lま何の平行*生もみつかっていない.伺ヒ

してカシトン島の s-ooJ 200 ~ 5'0 mb (平増圏幕苗は抑制b) J サンデユーア

ンの主力O怖 bl代背'LJ 300 'lt¥T!IO /(明 ， 200坤 .ItュI{?>I) ;00明 b/d，1(胃るのぞれ'1"れの

索面嵐戒分の 12 ヶ月移動平均を樺 /8 図 J 梼 I C[ 図 I~ 示す.

~ 
J47Z.-l)ec. JCIII.-Dec. ゴ仰;，Pec. Jaλ:-Dec. J~司I，-Dec. Jj叫:-Dec.
I?S，，" 1'I5~ /針6 I付7 1'1河 川げ

嬉 18箇 カントシ轟の東画風成分の 12ヶ周移動写増

サンジヱアンの/テタ7与から /95''1 年ま?の対涜留と成署閣の}垂註~l肯!こ

怠る一致1$'みら丸るが，この前の靭分にはこのようなことがr.tl..¥. 益らiえ

1957辱布、ら/デ.58等に iま成菅甑とは反対に対抗菌"@¥孟紘管絞ら轟骨孟07'7;.

-A'.ヲグが、あるよラにみえる.苧英，シンかだー jレヒク在五マス露。建造E
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閣のすVーアl主主を位相の陶礁を示してひる.縫って二のよラな対応は梼様乞砂

品れる. ，詰層圏の障のl"勤と対抗菌の孝零(たヒ克 lず降水量ヒ S例 4説的。z
.O~説b九〉ヒ l之は槌保tJtなひピ U うこヒはす~Iと E&1.μt のはじめのレ

ポ刊ト院のぺ~札てまPリ，亡こ ~tまくり返さない.
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Disscussion 
袋帯地域で 23がら 29Jr IIの農地する同期をもって威層圏の‘嵐に量輸カf

s苔4)でJ もし椅拝かの平均によって月平均J 亭静平喝，与平均 Cjまを薦、、

~ヒまちがっ k持果に砿ちぴ、か札る〈たとえ l;t'主主財能町髭のずーター棲情義

にとうて). .今まで議ぺ?とこの寓期の謎克によって J ユO派別 (to-60制b-)

あたリパめ赤譜をとりまいて鴨狭い節風時与として J 今くの本に参照注れている

l d.88Z40?Z33 附剖庖ι£よω .if:再評価す者 t官接対ある.このよろに瓶議泣く

にあ否減、暦閣の商iK lij この論文で示~札たよラ Iこ J 12...... /5ヶ苛め周期

によってのみ!()制t(またはでれ以」二〉ま~の藩主予報蒐されるであるラ.

婁擦に工.ιYのデーターを用いて赤蓋主主〈の主管嵐観測所マ荷風を鰭潤して

」、制問 問調べた.しかし減骨商の髄ゆいては酬の数l撒めて9

なく，望ましい結果!主符られなかった.

漉測の結果1<tJ 氷量生lII.くの 2.5"K-悦(大格 25伺 b)以上に 2 いわゆるヲヲえI

bア東鼠ιや:5華員E幣飴な東嵐肘あるこヒポ索活れ?乞.この嵐のぺースは鳴

らかにかはり変イもしている.カントン搭とクリズマって蕗のデーターによみ E

開直撃は一時樹!ご犬体 3ヶ蒐ぐらいにわたり，成暗闘のかなりの都合r 伊な

くとも 25明b以上にわたり-草越している.与をこちもしケ "7tJトア文山ポ188.3

年8耳のかおりに /882辱もしくは /BSlj.主干の g高iご噴文していたら J 筆者

はクラ方トア面嵐ヒいラ新しい嘗紫者 ιつくリ 1ざすこl:tt~、でさき色であろラ.

ここで報告さ札?とはっきりした間期を毎痩的lて説嘱するこヒはできない.

物塩砲 J 1J学的活鞍にもどっ。い?を南極な£く如られた商期lまない. a叫ん併

は竿単位以上の問調を 50 以上令 tl.. く碕究したが J その守~択のこと唱と示し

た.いわゆる忘時括的匁 O必i.J!La;t臼n (これは S..2n..合ぷ!VZLu}a"tJ.urvによ?

d リマラヤのんUAiμ1.，句。と E似ゐ!{，島之の向の気正差について3ょっ庁られ

噌た周期)は気湛ヒ海水声〈海水遊l玄海戒によ 1)，影響)の相互作南によザひき

おこ旨れた 2長(之 """3) 専の基本商期である.今まちのぺたように熱帯戒

梧曹の東置既成分と地上探正ピの商保をみつけ忍試みは突を待ぽなかっ j三.

U.S.S.Rの最近の府現〈たとえ lず PO-kJU，.凶みづ.(L)1まある響家!こ F たとえぽ

拍気圧経路 lご 2卑周期獄、あ~ことを示したが，詳しくは庶乾~北ていない.

成層面ヒ対東聞の聖援訳、平喝の匁;Qt: ciル~ゐn.'"fおきかわるには柑 2与

を零すると砦えら九ている.これは熱帯の戒管閣にはいる盤長そか聴に蒋勤し，

帯緯&で成層圏から離れるという治拡COl. .dvn凶~マ推察した.いず丸 iご

してもこの周期の挺皐によってJ 重論究場t学義に話題を捉挟し，長期予報尉

鹿部ではこれを厨~しつつ高石.
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(戎味気象台 糸数寄丈〉

日目ぞおとがささお---

天蓄く高配ゆる款カT短く，寒波の来襲ヒともに}足ビ(1'1;:ストー 7"の恋レ

い時時となってしまいましj乞.

10 I中}之猪有を予定していたのですがPp 摩会ヒ量なったため岩君の都多 J比

ヒ構築若の不慣才Lのためのぴ、のび、ヒはリ皇室くなって申し諒ありません.

本号 l本長期予報晴Ysの基礎的な要論的肉薄を集めるつもリにしていr-:.tこ

ろ，それぞれ組舗債な訂作ヒ明枝な鼠主ヒをお著せ下をひましたのマ，今島平-¥

主主の輩格等をE骨骨るにふきわしい U まヒめ等 H になったものと患いますが，偽申

教の都合iこよりいささか餌令論主iJt'iY:なくなった之とをおわびおレます.

織集巷の未熟のjミめ会貰の皆織の宵寝彊!ここ?とえるi之iま桓竃いものとなっ

作かも知れませんが，視しみやすい雑誌、にするため努力中ちすからこの換な

補事に対しての得意亮抗、ございまし?とら御技藤下さるようお履いいたします.

また) 3E理子欺事更 i之容いていた 1ずくよラ御願いしていたのですが s 特，~枕の

ため本警には南 l之舎やません守したこ巳を告知らせします.来与度lご広場書長

伝来るものヒ思われます.

格 IJに，御争北中にもかかねらず寄稿レて下さいました岸梶，村上，震原，

普爵，糸数，朝食の諸民，Jこ松から併杭な申しょザます(片山，佐藤〉
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